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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
所
蔵
す
る
古
筆
切
資
料
の
中
か
ら
、
徒
に
死
蔵
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
図
版
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
（
図
版
は
一
括
し
て
末
尾
に
掲
げ
た
）
。
今
回
は
、
前
号
に
続
い
て
定
数
歌
・
歌
会
歌
の
古
筆
切
の
内
か
ら
二
種
三
葉
を

紹
介
す
る
。
本
来
の
趣
旨
か
ら
は
図
版
と
そ
の
正
確
な
書
誌
的
情
報
を
記
せ
ば
充
分
で
あ
る
が

）
1
（

、
私
に
拙
い
論
考
を
付
け
加
え
さ
せ
て
い

た
ゞ
い
た
。
見
及
ば
な
い
資
料
や
論
考
の
見
落
と
し
、
失
考
な
ど
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
広
く
批
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

女
子
大
國
お　

第
百
七
十
二
号　

令
和
五
年
一
月
三
十
一
日
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１
、
伝
浄
弁
筆
四
半
切
（
建
保
三
年
内
裏
名
所
百
首
〔
定
家
家
隆
二
人
本
〕
）
二
葉

　
『
建
保
三
年
内
裏
名
所
百
首
』
（
以
下
、
『
内
裏
名
所
百
首
』
と
略
記
）
を
書
写
内
容
と
す
る
伝
浄
弁
筆
四
半
切
を
二
葉
紹
介
す
る
。
二
葉

は
ツ
レ
な
の
で
、
各
葉
の
書
誌
的
情
報
を
記
し
た
後
、
ま
と
め
て
論
じ
る
こ
と
ゝ
す
る
。

　

一
葉
目
（
図
版
①
）
は
未
装
の
断
簡
で
、
極
札
（
龍
紋
唐
紙
〔
薄
墨
紋
・
下
部
に
薄
墨
に
て
流
水
を
刷
く
〕
、
一
三
・
六
×
二
・
〇
㎝
）

に
は
、

　
〔
表
〕
藤
本
浄
弁
律
師
青
柳
の

〔
拝

）
2
（

（
墨
印
）
〕

　
〔
裏
〕　　
　
　
　

 　
　
　
　
〔
茂
入
道
順
（
墨
印
）
〕

と
あ
り
、
初
代
朝
倉
茂
入
の
極
め
と
知
ら
れ
る
。
切
裏
右
上
に
「
十
八
」
と
薄
墨
で
墨
書
、
右
下
隅
に
墨
丸
印
（
陽
刻
→
判
読
不
能
）
が

押
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
は
斐
紙
、
二
五
・
〇
×
一
六
・
〇
㎝
（
字
高
二
二
・
五
㎝
）
。
和
歌
二
行
書
一
面
十
行
。

　

二
葉
目
（
図
版
②
）
も
未
装
の
断
簡
で
、
極
札
（
楮
紙
、
一
四
・
三
×
二
・
一
㎝
）
に
は
、

　
〔
表
〕
浄
辨
法
印
こ
と
の
ね
も

〔
琴
山
（
墨
印
）
〕

　
〔
裏
〕
切
〔
朱
割
印
〕
壬
寅
極
〔
了
音
（
墨
印
）
〕

と
あ
り
、
古
筆
家
六
代
了
音
が
享
保
七1722

年
十
二
月
に
極
め
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
切
裏
右
上
隅
に
「
浄
弁
」
、
右
下
に
「
尾

（
？
）

ヤ
ム　

シ
ナ
ム
」
と
墨
書
、
中
央
に
「
精
」
と
朱
印
（
陽
刻
）
を
押
す
。
料
紙
は
斐
紙
、
二
四
・
二
×
一
五
・
六
㎝
（
字
高
二
一
・
三
㎝
）
。
和
歌

二
行
書
一
面
九
行
。
擦
り
消
し
痕
な
ど
は
認
め
ら
れ
ず
、
ツ
レ
と
比
較
し
て
一
行
分
の
切
り
取
り
が
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
の
で
、
一

面
は
九
～
十
行
と
不
定
で
あ
っ
た
か
（
基
本
は
十
行
で
あ
る
が
、
後
掲
の
田
中
登
氏
蔵
切
と
同
じ
く
一
面
に
名
所
題
が
二
題
配
置
さ
れ
た
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場
合
に
九
行
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
）
。
元
は
四
半
形
の
冊
子
本
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

本
切
は
『
内
裏
名
所
百
首
』
を
書
写
内
容
と
す
る
が
、
定
家
・
家
隆
両
名
の
詠
作
の
み
で
構
成
さ
れ
る
所
謂
「
二
人
本
」
で
あ
り
、
ツ

レ
は
ほ
か
に
三
葉
が
確
認
さ
れ
る
。
本
切
を
含
め
て
概
要
を
記
し
て
お
く
と
（
所
収
歌
番
号
の
若
い
順
に
丸
付
番
号
を
付
す

）
3
（

）
、

　
　

① 

高
城
弘
一
氏
蔵
伝
浄
弁
筆
四
半
切

）
4
（

（
斐
紙
、
二
四
・
九
×
一
五
・
九
、四
代
了
周
極
札
〔
貞
享
元1684

年
九
月
〕
、
春
二
十
首
・

〔
玉
島
河
〕
～
春
日
野
・
一
五
／
一
九
／
二
七
／
三
一
、
十
行
）

　
　

②
架
蔵
・
図
版
①
（
春
二
十
首
・
〔
葛
木
山
〕
～
伊
勢
海
・
六
三
／
六
七
／
七
五
／
七
九
）

　
　

③ 

田
中
登
氏
蔵
伝
浄
弁
筆
四
半
切

）
5
（

（
料
紙
不
記
載
、
二
四
・
三
×
一
五
・
九
、
鑑
定
者
等
不
記
載
、
冬
・
〔
交
野
〕
～
有
乳
山
・

六
三
九
下
句
／
六
四
三
／
六
五
一
／
六
五
五
・
九
行
）

　
　

④ 

東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
古
筆
手
鑑
（
聖
武
天
皇
始
一
四
七
葉
）
』
所
収
・
伝
藤
本
浄
弁
律
師
筆
四
半
切

）
6
（

（
料
紙
・
寸
法
等
未
調
査
、

初
代
朝
倉
茂
入
極
札
、
冬
十
首
・
〔
安
達
原
〕
～
鏡
山
・
六
八
七
／
六
九
一
／
六
九
九
／
七
〇
三
・
十
行
）

　
　

⑤
架
蔵
・
図
版
②
（
恋
二
十
首
・
〔
緒
断
橋
〕
～
三
熊
野
浦
・
九
〇
三
／
九
〇
七
／
九
一
五
／
九
一
九
）

と
な
る
。
②
④
極
札
の
初
代
朝
倉
茂
入
は
生
没
年
未
詳
で
あ
る
が
、
古
筆
家
初
代
了
佐
（
元
亀
三1572

年
～
寛
文
二1662

年
正
月

二
十
八
日
、
九
十
一
歳
）
の
門
人
で
あ
り
、
二
代
茂
入
（
生
没
年
未
詳
）
が
二
代
了
栄
（
慶
長
十
二1607

年
～
延
宝
六1676

年
十
月
八

日
、
七
十
二
歳
）
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
①
の
了
周
の
極
め
よ
り
は
少
し
く
先
行
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
江
戸
前
期
頃
に
は
分
割
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
和
歌
四
天
王
と
し
て
名
高
く
、
古
筆
切
の
需
要
も

見
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
浄
弁
の
も
の
と
し
て
は
、
数
少
な
い
伝
存
数
に
と
ゞ
ま
っ
て
い
る
（
一
見
す
る
と
、
た
ゞ
の
名
所
を
詠
ん
だ
個
人

詠
で
あ
り
、
何
の
作
品
で
誰
の
詠
作
か
も
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
）
。
①
②
は
と
も
に
「
春
二
十
首
」

の
近
接
す
る
詠
作
、
③
は
「
冬
十
首
」
の
中
央
あ
た
り
、
⑤
は
「
恋
二
十
首
」
の
終
わ
り
近
く
に
位
置
す
る
詠
作
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
完
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本
に
近
い
写
本
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

当
該
切
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
①
は
初
論
・
再
論
と
も
「
南
北
朝
期
頃
」
、
③
も
「
南
北
朝
と
い
っ
た
と
こ
ろ
」
と
し
、
そ
の
筆
跡

に
つ
い
て
は
、
①
初
論
で
は
「
浄
弁
の
真
蹟
及
び
真
蹟
と
認
定
さ
れ
る
古
筆
切
（
松
花
集
切
、
臨
永
集
切
、
仙
覚
注
系
万
葉
集
注
切
な
ど
）

と
比
較
す
る
と
別
筆
」
と
し
（
再
論
で
は
言
及
な
し
）
、
③
で
は
「
書
風
は
確
か
に
浄
弁
風
で
は
あ
る
が
、
浄
弁
の
真
跡
と
は
認
め
か
ね
る
」

と
す
る
。
浄
弁
の
筆
跡
を
め
ぐ
っ
て
は
、
稲
田
利
徳
氏
が
浄
弁
の
自
筆
懐
紙
や
自
筆
署
名
入
短
冊
を
集
成
し
て
、
そ
れ
ら
の
比
較
検
討
を

試
み
て
お
ら
れ
る
が

）
7
（

、
そ
の
中
で
「
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
拾
遺
集
」
の
浄
弁
自
筆
本
で
筆
跡
の
特
徴
を
み
る
と
、
そ
の
一
つ
に
「
ふ
」
と
い

う
文
字
を
「

」
と
書
く
こ
と
が
指
摘
で
き
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る

）
8
（

。
稿
者
も
同
様
に
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
後
撰

和
歌
集
』
『
拾
遺
和
歌
集

）
9
（

』
を
比
較
対
象
と
し
て
検
討
す
る
際
に
目
に
付
い
た
「
ふ
（
不
）
」
・
「
め
（
女
）
」
な
ど
を
、
浄
弁
特
有
の
癖
字
と

し
て
筆
跡
判
定
の
基
準
に
用
い
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
「
め
」
に
つ
い
て
は
、
「
速
筆
な
る
こ
と
、
最
晩
年
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
に
入
れ
る
べ
き
で
、
こ
の
一
枚
を
も
っ
て
、
他
の
す
べ
て
の
自
筆
懐
紙
・
短
冊
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
筆
跡
判
定
の
基
準
と
す
る
の
は

危
険
」
と
さ
れ
る
『
高
野
山
金
剛
三
昧
院
奉
納
和
歌
短
冊

）
10
（

』
に
お
い
て
す
ら
通
有
す
る
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
非
常
に
有
効
な
基
準
と
見

做
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

）
11
（

（
「
ふ
」
は
使
用
事
例
な
し
）
。

　

①
初
論
が
比
較
対
象
と
し
た
も
の
で
は
、
例
え
ば
『
古
筆
学
大
成
』
第
十
六
巻

）
12
（

所
収
の
図
版

329
～

334
「
伝
浄
弁
筆
松
花
集
切
」
〔

332
は
臨

永
集
切
〕
と
比
較
す
る
と
（
三
桁
数
字
は
大
成
図
版
番
号
、
丸
付
番
号
は
当
該
切
、
漢
数
字
は
行
数
を
示
す
）
、
「
山
」
（

329
五
・

331
五
・
②

五
）
や
「
露
」
（

329
五
）
・
「
霞
」
（
②
九
）
の
「
雨
」
部
分
、
「
神
」
（

331
八
・
②
六
）
、
「
雲
」
（

333
四
・
②
三
）
な
ど
の
漢
字
は
ほ
ゞ
同
筆
と

い
っ
て
よ
く
、
一
方
で
「
花
」
（

330
二
／
五
・

331
三
／
九
・
②
七
）
、
「
月
」
（

333
四
・
①
四
・
⑤
四
）
な
ど
は
字
形
を
異
に
し
て
い
る
（
但

し
、
両
字
と
も
後
掲
の
後
撰
集
で
は
極
め
て
近
し
い
字
形
が
認
め
ら
れ
る
）
。
か
な
で
は
、
松
花
集
切
で
多
用
さ
れ
る
「
起
（
き
）
」
は
当

該
切
で
は
用
い
ら
れ
な
い
（
専
ら
「
幾
（
き
）
」
が
用
い
ら
れ
る
）
と
い
っ
た
違
い
が
見
ら
れ
る
（
但
し
、
一
箇
所
だ
け
用
い
ら
れ
て
い
る
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「
幾
」
〔

332
四
〕
は
①
一
末
尾
・
②
一
な
ど
に
筆
勢
面
で
の
違
い
は
あ
る
も
の
ゝ
近
し
い
形
で
あ
る
）
。
『
私
撰
集
断
簡
集
成

）
13
（

』
第
七
一
図
「
伝

浄
弁
法
印
筆
松
花
集
（
丁
）
」
に
見
え
る
二
「
き
（
幾
）
」
や
三
「
ゆ
め
」
、
六
「
ふ
」
な
ど
も
、
②
一
・
⑤
三
・
②
二
／
四
・
④
三
／
八
・

⑤
七
／
八
な
ど
ゝ
比
較
し
て
同
筆
と
判
断
さ
れ
る
近
さ
で
あ
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
文
字
の
印
象
も
極
め
て
近
し
い
。
抑
も
松
花
集
切
・

臨
永
集
切
は
浄
弁
撰
か
と
さ
れ
る
撰
集
の
所
謂
自
筆
切
で
あ
り
、
そ
の
書
写
態
度
も
浄
書
本
と
見
て
よ
い
ほ
ど
極
め
て
謹
直
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
内
裏
名
所
百
首
切
の
方
は
お
そ
ら
く
草
稿
段
階
の
も
の
で
あ
り
、
普
段
使
い
の
筆
先
の
柔
ら
か
な
＝
使
い
熟
れ
た
筆
で
か
な
り

の
速
度
で
書
き
流
し
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
り
、
一
概
に
同
列
に
比
較
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
先
に
述
べ
た
「
ふ
（
不
）
」
・
「
め
（
女
）
」
と
い
っ
た
特
徴
の
あ
る
癖
字
が
共
通
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（
特
に
字
母
の
選
択

や
連
綿
の
様
態
・
書
写
速
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
の
書
写
目
的
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
容
易
に
予
想
さ
れ
る
）
。
こ
れ
ら

に
比
較
し
て
書
写
態
度
の
や
ゝ
近
し
い
前
田
家
尊
経
閣
文
庫
蔵
の
両
集
を
見
て
み
る
と
、
「
ふ
」
・
「
め
」
と
い
っ
た
浄
弁
特
有
の
癖
字
が
共

通
し
て
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
何
よ
り
も
運
筆
の
呼
吸
＝
リ
ズ
ム
が
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
共
通
し
た
印
象
を
生
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
を

綜
合
し
て
判
断
す
る
と
、
両
者
は
同
筆
と
判
断
し
て
誤
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
筆
跡
に
関
し
て
は
、
判
断
す
る
個
人
に
よ
り

比
較
す
る
対
象
や
目
の
付
け
所
の
違
い
、
そ
の
時
点
で
扱
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
ツ
レ
の
情
報
の
差
な
ど
も
あ
り
、
意
見
の
一
致
を
見

な
い
こ
と
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
少
し
で
も
疑
念
や
対
立
す
る
意
見
が
あ
れ
ば
「
伝
」
を
付
し
て
お
く
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本

稿
で
も
そ
れ
に
準
じ
て
お
い
た
。
や
ゝ
淡
墨
で
は
あ
る
が
、
大
振
り
で
勢
い
を
感
じ
さ
せ
る
筆
致
は
南
北
朝
初
期
頃
の
も
の
と
見
て
よ
い

と
思
わ
れ
、
鎌
倉
末
期
の
書
写
で
あ
る
『
後
撰
集
』
『
拾
遺
集
』
よ
り
は
僅
か
に
下
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
①
⑤
に
認
め
ら
れ
る
訂
正

書
入
等
は
、
そ
の
字
形
や
墨
色
か
ら
も
本
文
と
同
筆
と
判
断
さ
れ
る

）
14
（

。

　

次
に
、
書
写
内
容
の
検
討
に
移
り
た
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
切
の
書
写
内
容
は
『
内
裏
名
所
百
首
』
で
は
あ
る
が
、
定
家
・
家

隆
の
二
名
の
詠
の
み
で
構
成
さ
れ
る
特
異
な
形
態
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
小
林
強
氏
は
、
初
論
で
は
「
そ
の
推
定
書
写
時
期
は
、
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現
存
す
る
完
本
（
及
び
後
掲
の
建
保
名
所
百
首
の
古
筆
切
）
よ
り
は
遙
か
に
先
行
し
て
お
り
、
建
保
名
所
百
首
の
成
立
過
程
（
「
三
人
本
」

に
先
行
す
る
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
）
、
若
し
く
は
享
受
史
的
側
面
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
る

の
か
は
極
め
て
興
味
深
い
問
題
」
と
し
つ
ゝ
も
、
再
論
で
は
「
当
該
切
が
建
保
名
所
百
首
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
と
す
る
と
、
家
隆
歌
の
側

の
本
文
の
み
が
極
端
に
乱
れ
て
い
る
点
が
不
自
然
で
あ
り
、
定
家
歌
と
家
隆
歌
と
は
撰
歌
源
を
異
に
し
て
い
た
可
能
性
が
強
く
、
定
家
と

家
隆
の
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
か
ら
建
保
名
所
百
首
の
部
分
を
抜
き
出
し
て
纏
め
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
浅
田
徹
氏
か
ら
の
教
示

を
提
示
し
、
こ
れ
を
是
認
す
る
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
家
隆
詠
の
本
文
の
乱
れ
の
原
因
は
、
そ
の
元
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
家
集
に
還

元
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
『
内
裏
名
所
百
首
』
の
成
立
過
程
に
お
け
る
本
文
の
揺
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

と
は
い
え
、
家
隆
家
集
と
『
内
裏
名
所
百
首
』
は
と
も
に
校
本
が
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
厳
密
な
意
味
で
の
比
較
は
甚
だ
困
難
で
あ
り
、

本
稿
の
分
を
超
え
て
も
い
る
。
こ
ゝ
で
は
比
較
的
簡
単
に
利
用
可
能
な
資
料
と
し
て
、
『
内
裏
名
所
百
首
』
で
は
、
第
一
類
本
（
流
布
本
）

に
属
す
る
曼
殊
院
蔵
本

）
15
（

（
曼
）
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
五
〇
二
・
一
四
）
本

）
16
（

（
書
甲
）
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
一
五
一
・
四
一
二
）
本
（
書
乙
）
・

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
（
二
〇
一
・
三
一
三
）
本
（
内
甲
）
・
群
書
類
従
本
巻
第
百
七
十
一

）
17
（

所
収
本
（
群
）
、
第
二
類
本
（
歌
序
改
編
本
）

に
属
す
る
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
（
二
〇
一
・
三
一
二
）
本
（
内
乙
）
・
『
百
首
部
類
』
所
収
本
で
あ
る
早
稲
田
大
学
蔵
『
百
首
部
類

）
18
（

』
本

（
早
）
、
第
三
類
本
（
女
流
後
置
本
）
に
属
す
る
森
本
元
子
氏
蔵
文
亀
三
年
書
写
本

）
19
（

・
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
本
（
東
Ａ
）
・
長

谷
寺
豊
山
文
庫
蔵
本
（
豊
）
・
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本

）
20
（

（
彰
）
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
黒
川
文
庫
本
（
黒
）
・
島

原
図
書
館
蔵
松
平
文
庫
本
（
島
）
、
順
徳
院
・
定
家
・
家
隆
三
人
本
に
属
す
る
富
岡
美
術
館
蔵
伝
定
家
筆
本

）
21
（

（
富
）
・
名
古
屋
大
学
附
属
図

書
館
蔵
岡
谷
文
庫
本
（
岡
）
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
内
裏
名
所
百
題
』
（
清
）
・
架
蔵
元
禄
四
年
伝
日
野
輝
光
筆

本
）
22
（

（
冰
）
・
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
無
刊
記
本
（
京
）
、
同
じ
く
三
人
本
で
あ
る
が
有
注
本
で
あ
る
疎
竹
文
庫
蔵
本

）
23
（

（
疎
）
・
宮
城
県
図
書
館
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伊
達
文
庫
『
名
所
三
百
首
』
（
伊
）
・
東
奥
義
塾
高
等
学
校
奥
文
庫
蔵
『
名
所
三
百
首
聞
書
』
（
奥
）
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
享
保
版
本

『
建
保
名
所
三
百
首
抄

）
24
（

』
（
享
）
、
順
徳
院
・
定
家
二
人
本
に
属
す
る
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
『
題
林
愚
抄
』
（
東
Ｂ
）
を
用
い

た
。
家
隆
家
集
は
、
古
本
系
伝
本
と
し
て
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
（
高
松
宮
本
）
『
玉
吟
集

）
25
（

』
（
高
）
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
家
隆
卿
集

）
26
（

』

（
宮
）
を
用
い
、
適
宜
研
究
書
類
に
掲
げ
る
校
異
を
も
参
照
し
た

）
27
（

。
広
本
系
伝
本
と
し
て
は
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
『
壬
生
二

品
集

）
28
（

』
（
東
Ｃ
）
及
び
蓬
左
文
庫
蔵
『
玉
吟
集
』
を
底
本
と
し
た
新
編
国
歌
大
観
本
文

）
29
（

（
国
）
を
用
い
た
。
ま
た
、
定
家
詠
に
つ
い
て
は
、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
定
家
自
筆
本
『
拾
遺
愚
草

）
30
（

』
（
冷
）
及
び
御
所
本
六
家
集
系
統
と
さ
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
〇
一
・
五
一
一
）
本
を

底
本
と
し
た
『
私
家
集
大
成
』
所
収
本

）
31
（

（
私
）
を
参
照
し
た
。
当
該
切
本
文
の
伝
本
系
統
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
、
底
本

に
は
精
撰
本
に
属
す
る
森
本
元
子
氏
蔵
本
を
用
い
、
底
本
と
当
該
切
が
一
致
す
る
箇
所
で
も
、
底
本
と
異
同
を
有
す
る
も
の
が
一
本
で
も

あ
る
箇
所
は
す
べ
て
掲
げ
た
。
以
下
に
そ
の
異
同
状
況
を
見
て
み
る
と
（
丸
付
数
字
は
当
該
切
、
そ
の
下
の
算
用
数
字
は
行
数
を
示
し
、

定
家
・
家
隆
詠
を
区
別
し
易
い
よ
う
に
、
行
数
の
下
に
「
定
」
「
隆
」
と
表
示
し
た
。
丸
付
数
字
の
上
の
記
号
は
、
◎
○
は
有
意
と
判
断
さ

れ
る
異
同
、
△
は
評
価
対
象
と
は
な
ら
な
い
異
同
、
▲
は
当
該
切
を
含
ま
な
い
異
同
を
示
す
。
▲
の
内
、
重
要
と
思
わ
れ
る
異
同
に
は
記

号
に
傍
線
を
付
し
た
。
※
は
各
伝
本
の
特
記
事
項
。
同
一
異
同
中
に
内
裏
百
首
と
家
集
が
同
居
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
／
」
を
付
し
て

区
別
し
易
く
し
た
。
ミ
セ
ケ
チ
は
傍
線
を
付
し
て
示
し
た
。
）
、

　
　

※
①
１
～
４　

定
家
・
家
隆
詠
の
歌
順
が
逆
（
享
）

　
　

▲
①
１
定　

う
つ
る
―
匂
（
富
）
・
う
つ
む
（
東
Ａ
）
・
う

つ
る
（
内
乙
）

　
　

▲
①
１
定　

う
つ
る
ら
ん
―
そ
う
つ
ま
ん
（
清
）

　
　

▲
①
２
定　

玉
嶋
川
の
―
玉
嶋
河本

ノ
マ
ヽ（

彰
）

　
　

▲
①
２
定　

花
―
水
（
早
）
・
は水

なイ

（
享
）
・
花水

イ

（
群
）
・
春
（
清
）
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▲
①
２
定　

か
ゝ
み
に
―
か
ゝ
り
火
（
京
）

　
　

※
①
３
～
４　

行
間
小
字
書
入
（
黒
）

　
　

△
①
３
隆　

玉
嶋
や
―　

た

本
マ
ヽ

ま
し￮

ま

や
（
①
）

　
　

△
①
３
隆　

に
ゐ
―
に
ひゐ

（
①
）

　
　

▲
①
３
隆　

守
か
―
も
り
やか

イ

（
内
乙
）

　
　

○
①
３
隆　

こ
と
し
―
まこ

と
し
（
①
）

　
　

▲
①
３
隆　

行
―
行
て
（
富
）

　
　

△
①
４
隆　

ほ
の
め
く
―
ほ

の
め
く
（
①
）

　
　

▲
①
７
定　

う
へ
の
―
う
へ
に
（
内
乙
）

　
　

○
①
８
隆　

な
か
め
も
―
な
か
め
しも

（
①
）
・
な
か
め
た
（
京
）

　
　

○
①
８
隆　

な
き
―
なマ

とヽ
〔
「
と
」
左
に
ミ
セ
ケ
チ
、
そ
の
左
に
「
き
」
〕
（
①
）

　
　

▲
①
９
隆　

ま
か
ふ
―
うま

イ

か
ふ
（
享
／
東
）
・
ま
よ
ふ
（
国
）

　
　

▲
②
１
定　

山
の
―
山
に
（
京
）

　
　

▲
②
１
定　

な
か
き
―
野な

か
き
（
島
）

　
　

▲
②
１
定　

日
は
―
日￮

は

（
東
Ａ
）
・
日
の
（
内
乙
）
・
日
に
（
島
岡
）

　
　

▲
②
１
定　

な
か
き
日
は
―
永キ

り
ぬ
（
清
）

　
　

▲
②
２
定　

そ
ら
も
―
空
（
岡
）
・
空
の
（
冰
）

　
　

▲
②
２
定　

あ
そ
ふ
―
遊あ

そ

ふふ

（
東
Ａ
）
・
遊
ひ
（
清
）
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▲
②
２
定　

い
と
ゆ
ふ
―
し
ら
ゆ
ふ
（
奥
）
・
いい

とと

ゆ
ふ
（
東
Ａ
）
・
ま
と
ふ
哉
（
清
）

　
　

▲
②
３
隆　

白
雲
は
―
し
ら
雲
や
（
富
）

　
　

▲
②
３
隆　

も
と
―
い
と
（
岡
）

　
　

▲
②
３
隆　

青
柳
―
あ
□

（
虫
損
）や

き
（
宮
）

　
　

▲
②
４
隆　

春
風
―
は
る
□

（
虫
損
）せ

（
宮
）

　
　

※
②
５
～
10　

手
向
山
～
伊
勢
海
ナ
シ
（
富
）

　
　

▲
②
６
定　

た
つ
―
定
（
疎
）

　
　

▲
②
７
定　

か
た
―
□

（
虫
損
）た

（
冰
）

　
　

※
②
８
隆　

作
者
→
忠
定
朝
臣
（
内
乙
）

　
　

◎
②
８
隆　

色
に
―
野
に
（
②
）
・
色
を
（
豊
）

　
　

◎
②
８
隆　

た
ち
や
は
―
た
ち
か
は
（
②
）

　
　

▲
②
８
隆　

お
と
る
―
か
は
る
（
高
宮
国
）

　
　

◎
②
９
隆　

衣
―
こ
ろ
の
（
②
清
疎
／
高
宮
）
・
比衣

の
（
東
Ｃ
）
・
比
の
（
冰
）
・
う
へ
の
（
岡
）

　
　

※
③
歌
序　

交
野
・
田
蓑
嶋
・
有
乳
山
→
田
蓑
嶋
・
交
野
・
荒
乳
山
の
順
（
疎
）

　
　

※
③
９
～
④　

有
乳
山
～
鏡
山
ナ
シ
（
愚
）

　
　

▲
③
１
定　

あ
か
り
に
―
あ
か
り
の
（
奥
）

　
　

▲
③
１
定　

あ
は
ん
―
あ
る
む
（
曼
〔
「
る
」
は
「
か
」
と
も
判
読
可
〕
）

　
　

▲
③
１
定　

と
や
―
と
そ
（
伊
）
・
と
そや

（
清
→
「
そ
」
に
「
や
」
を
重
ね
書
き
）



70

　
　

▲
③
１
定　

す
る
―
お
も
ふ
（
清
）

　
　

▲
③
２
隆　

か
り
―
駆
（
豊
）

　
　

▲
③
２
隆　

ゆ
け
は
―
ゆ
く
は
（
書
乙
）
・
人
の
（
伊
）

　
　

▲
③
２
隆　

ま
の
―
ま
に
（
疎
）
・
間
に
（
清
伊
）

　
　

▲
③
３
隆　

 
玉
の
を
―
玉
ゆ
ら
（
清
疎
奥
享
）
・
玉
ゆの

を

イら
〔
「
ゆ
ら
ま
た
す
」
左
に
「
の
を
た
え
す
イ
」
〕
（
豊
）
・
玉
ゆの

を
イら

（
東
Ｃ
）
・

玉
のゆ

ら
イ緒

（
早
）

　
　

▲
③
３
隆　

 

ま
た
す
―
ま
た
す
〔
「
ゆ
ら
ま
た
す
」
左
に
「
の
を
た
え
す
イ
」
〕
（
豊
）
・
た
え
す
（
島
国
）
・
ま
た
ぬ
（
書
甲
書
乙
内
甲

群
）
・
ま
た
ぬす

（
曼
）
・
ま
た
□

（
虫
損
）（

冰
）

　
　

◎
③
３
隆　

雉
な
く
―
き
ゝ
す
立
（
③
）
・
き
え
す
た
つ
（
彰
）
・
雉
子
□

（
虫
損
）く

（
冰
）

　
　

▲
③
５
定　

あ
か
す
―
わあ

イ

か
す
（
東
Ａ
）
・
あ
わ
す
（
富
）

　
　

▲
③
５
定　

霜
そ
―
霜
を
（
島
）
・
霜
も
（
愚
）

　
　

▲
③
５
定　

か
さ
な
る
―
か
さ
ぬな

る
（
曼
）
・
か
さ
ぬ
る
（
書
甲
書
乙
内
甲
内
乙
早
）
・

　
　

▲
③
６
定　

嶋
は
―
嶋
に
（
伊
）
・
嶋
□

（
虫
損
）（

冰
）

　
　

▲
③
６
定　

き
て
も
―
きき

てて

も
（
東
Ａ
）

　
　

▲
③
６
定　

か
ひ
―
□

（
虫
損
）ひ

（
冰
）

　
　

▲
③
７
隆　

た
み
の
ゝ
―
田
蓑
野
（
清
）

　
　

▲
③
７
隆　

民
の
―
民
のも

イ

（
早
）
・
民
□

（
虫
損
）（

冰
）
・
た
つ
の
（
高
宮
）
・
民

た
つ
イ

の
（
内
乙
）

　
　

▲
③
８
隆　

名
に
は
―
名
に
そ
（
疎
）
・
な
に
か
は
（
岡
）
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▲
③
８
隆　

か
く
れ
ぬ
―
□
く
れ
ぬ
（
③
）
・
か
く
れ
ん
（
疎
）
・
か
く
れ
す
（
曼
書
甲
書
乙
内
甲
群
）
・
か
く
れ
すぬ

イ

（
内
乙
早
）

　
　

▲
③
８
隆　

袖
や
―
袖
の
（
疎
）

　
　

▲
③
９
題　

有
乳
山
―
荒
乳
山
（
疎
）

　
　

▲
④
１
定　

そ
な
た
―
奥
方
（
書
甲
内
甲
）

　
　

○
④
２
定　

 

と
な
り
とに

イ

―
と
な
り
に
（
京
）
・
と
な
り
と
（
④
曼
東
Ａ
内
乙
清
享
伊
／
冷
）
・
隣
と
（
書
甲
書
乙
内
甲
群
黒
彰
豊
島
冰

奥
／
私
）
・
隣
て
（
疎
）
・
み
な
り
と
（
富
）
〔
・
隣
とに

イ

（
岡
）
〕

　
　

※
④
３
隆　

作
者
→
家
衡
（
内
乙
）

　
　

△
④
３
隆　

も
の
ゝ
ふ
の
―
も
の

の
ふ
の
（
④
）
・
武
士
にの

（
岡
）

　
　

▲
④
３
隆　

あ
た
ち
の
―
あ
た
ち
か
（
疎
伊
／
東
Ｃ
）
・
安
達
か
（
清
）

　
　

▲
④
４
隆　

 

ひ
く
て
も
や
す
く
く
る
ゝ
空
か
な
―
分
て
入
さ
の
道
た
に
も
な
し
（
書
甲
内
甲
群
→
六
九
六
下
句
と
入
れ
替
わ
る
〔
移

動
先
本
文
の
異
同
は
略
号
に
傍
線
を
付
し
て
示
す
〕
）

　
　

▲
④
４
隆　

ひ
く
て
も
―
ひ
く
て
に
（
内
甲
富
）
・
引
手
に
（
群
）
・
引
て
の
（
京
）

　
　

▲
④
４
隆　

空
―
空年

イ

（
群
）
・
年
（
疎
岡
清
伊
／
東
Ｃ
）
・
と
し
（
冰
京
享
）
・
こ
と
し
（
奥
）

　
　

▲
④
５
題　

因
幡
山
―
稻
葉
山
（
疎
岡
）

　
　

▲
④
６
定　

か
も
―
よ
り
（
清
）

　
　

▲
④
６
定　

田
面
に
―
田
面
の
（
伊
）
・
田
の
も
のに

イ

（
東
Ａ
）
・
袂
田
面
イ

に
（
冰
）

　
　

◎
④
７
定　

山
の
―
山
は
（
④
）
・
山
も
（
曼
書
甲
内
甲
群
富
冰
京
疎
／
冷
私
）
・
山
のも

（
黒
）
・
山
のも

イ

（
享
）

　
　

▲
④
８
隆　

吹
―
松
（
奥
）
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▲
④
９
隆　

こ
ゑ
―
色
（
疎
岡
清
奥
）

　
　

▲
④
９
隆　

く
れ
ま
て
―
夕
く
れ
（
富
）
・
く雪

れイ

ま
て
（
内
乙
）

　
　

○
④
10
題　

鏡
山　

近
江
―近

鏡江

山豊
前
ニ
モ
ア
リ

　
　
（
④
）

　
　

※
⑤
１
～
10　

緒
断
橋
～
鈴
鹿
河
ナ
シ
（
高
）
・
守
山
～
名
取
川
ナ
シ
（
愚
）

　
　

▲
⑤
１
定　

ね
も
―
ね
に
（
黒
東
Ａ
）
・
ね
にも

イ

（
冰
）
・
音
の
（
曼
書
甲
書
乙
内
甲
群
）

　
　

▲
⑤
１
定　

く
は
ゝ
る
―
く
わ
ゝ
る
（
富
）

　
　

◎
⑤
２
定　

橋
の
―
橋
のに

イ

（
冰
享
）
・
橋
に
（
⑤
黒
東
Ａ
／
私
）
・
は
し
に
（
島
京
／
冷
）
・
は
し
にの

イ

（
内
乙
）

　
　

▲
⑤
３
隆　

た
の
み
―
契た

の
み
イり

（
享
）

　
　

▲
⑤
３
隆　

ま
て
―
に
て
（
彰
）

　
　

▲
⑤
４
隆　

橋
に
―
橋
の
（
伊
）

　
　

▲
⑤
４
隆　

月
そ
―
月
は
（
内
乙
）

　
　

◎
⑤
６
定　

間
の
―
ま
も
（
⑤
京
奥
）
・
ま
もの

イ

（
享
）
・
ま
のも

イ

（
岡
）
・
間
も
（
清
）

　
　

▲
⑤
６
定　

衣
の
―
衣
を
（
京
）

　
　

▲
⑤
７
定　

そ
ふ
へ
き
―
そ
ふ
か
き
（
京
）

　
　

○
⑤
８
隆　

は
ま
ゆ
ふ
―
は
ま
松ユ

フ

（
⑤
）

　
　

▲
⑤
８
隆　

白
妙
の
―
白
妙
にの

（
清
→
「
に
」
に
「
の
」
を
重
ね
書
き
）

　
　

▲
⑤
９
隆　

袖
の
―
袖
の
袖
の
（
内
乙
）

　
　

▲
⑤
９
隆　

わ
か
れ
も
―
わ
か
れ￮

も

（
東
Ａ
）
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▲
⑤
９
隆　

い
の
り
―
い
の
る
（
富
）
・
う
ら
み
（
冰
京
享
／
宮
東
Ｃ
国
）
・
恨
（
清
疎
伊
奥
）

　
　

▲
⑤
９
隆　

か
さ
ね
よ
―
は
し
め
よ
（
富
）
・
か
さ
ね
つ
（
疎
）
・
か
さ
ね
て
（
伊
）

と
な
る
。
手
近
な
資
料
の
み
を
比
較
し
た
は
な
は
だ
雑
駁
な
調
査
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
最
初
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
①
に
見
え
る
「
本
マ
ヽ
」
「
マ
ヽ
」
が
と
も
に
淡
墨
に
よ
っ
て
墨
滅
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

当
該
切
は
少
な
く
と
も
問
題
の
多
い
親
本
（
ま
た
は
原
資
料
）
を
そ
の
ま
ゝ
書
写
し
た
後
、
何
ら
か
の
伝
本
で
校
合
さ
れ
た
結
果
、
こ
れ

ら
の
注
記
が
消
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
（
図
版
②
）
の
訂
正
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
確
言
で
き
な
い
も
の
ゝ
、
訂
正
後

の
本
文
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
を
含
む
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
ほ
ど
の
訂
正
を
必
要
と
す
る
箇
所
が
家
隆
詠

に
集
中
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
原
因
を
各
詠
の
撰
歌
源
の
違
い
に
求
め
る
こ
と
は
、
至
極
ま
っ
と

う
な
考
え
で
あ
る
。

　

異
同
一
覧
中
、
①
～
⑤
が
直
接
関
係
す
る
異
同
は
十
七
箇
所
で
あ
る
が
、
「
△
」
を
付
し
た
四
例
（
①
３
〔
二
例
〕
・
①
４
・
④
３
）
は

脱
字
の
補
入
や
同
音
異
字
の
補
訂
で
あ
り
、
有
意
の
異
同
と
し
て
扱
う
必
要
の
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
「
○
」
を
付
し
た
六
例
の
内
、

④
２
は
底
本
と
し
た
森
本
元
子
氏
蔵
本
が
諸
本
と
対
立
す
る
（
森
本
本
の
独
自
異
文
に
近
い
）
も
の
で
あ
り
、
④
10
の
事
例
は
題
の
注
記

に
関
す
る
も
の
な
の
で
、
こ
の
二
例
も
除
外
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
他
の
四
例
（
①
３
・
①
８
〔
二
例
〕
・
⑤
８
）
は
、
訂
正
＝
校
訂
さ
れ

る
前
の
本
文
に
問
題
の
あ
る
も
の
（
一
応
、
独
自
異
文
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
本
文
が
利
用
し
た
資
料
に
依
る
も
の
か
、
単
な
る
誤
写

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
か
は
判
断
で
き
な
い
（
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
本
文
を
持
つ
資
料
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
誤
写
と
見
て
お
く

の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
）
。
「
◎
」
を
付
し
た
七
例
中
、
②
８
〔
二
例
〕・
③
３
・
④
７
の
四
例
は
当
該
切
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ら
を
除
い
た
三
例
（
②
９
・
⑤
２
・
⑤
６
）
の
み
が
、
他
の
資
料
と
共
通
す
る
異
同
を
有
す
る
箇
所
で
あ
り
、
当
該
切
に
利
用
さ
れ

た
資
料
の
系
統
を
探
る
手
懸
か
り
と
な
る
異
同
と
な
る
。
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順
次
見
て
ゆ
く
と
、
②
９
で
は
、
「
衣
」
に
対
し
て
当
該
切
と
同
じ
く
「
こ
ろ
の
」
と
い
う
本
文
を
有
す
る
の
は
、
順
徳
院
定
家
家
隆
三

人
本
（
以
下
、
「
三
人
本
」
と
略
記
）
に
属
す
る
清
・
冰
・
疎
（
有
注
本
）
と
家
隆
家
集
中
で
は
古
本
系
に
属
す
る
高
・
宮
及
び
広
本
系
の

東
Ｃ
（
「
衣
」
と
異
本
注
記
）
で
あ
る
。
⑤
２
で
は
、
「
橋
の
」
に
対
し
て
当
該
切
と
同
じ
く
「
橋
に
」
と
い
う
本
文
を
有
す
る
の
は
、
内

裏
名
所
百
首
第
三
類
本
に
属
す
る
黒
・
東
Ａ
、
二
類
本
に
属
す
る
内
乙
（
「
の
イ
」
と
異
本
注
記
）
、
三
人
本
に
属
す
る
島
・
京
と
拾
遺
愚

草
（
冷
・
私
）
の
二
本
で
あ
り
、
「
橋
のに

イ

」
と
す
る
本
文
を
持
つ
三
人
本
に
属
す
る
冰
・
享
（
有
注
本
）
が
あ
る
。
⑤
６
で
は
、
「
間
の
」

に
対
し
て
当
該
切
と
同
じ
く
「
ま
も
」
と
い
う
本
文
を
有
す
る
の
は
、
三
人
本
に
属
す
る
京
・
清
と
同
有
注
本
で
あ
る
奥
・
享
（
「
の
イ
」

と
異
本
注
記
）
で
あ
り
、
同
じ
く
三
人
本
で
あ
る
岡
が
「
ま
のも

イ

」
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
状
況
か
ら
は
、
三
人
本
と
の
一
致
が
目
立
つ

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
当
該
部
分
以
外
の
異
同
を
参
照
す
る
と
、
こ
れ
も
有
意
の
異
同
と
は
見
做
し
が
た
い
（
三
人
本
の
本
文
は
他
の
完

本
系
諸
本
と
は
対
立
す
る
こ
と
が
多
く
、
寧
ろ
個
々
の
家
集
本
文
と
親
和
す
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
三
人
本
の
成
立
過
程
に
つ
い

て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
）
。
家
集
本
文
と
の
異
同
状
況
も
、
②
９
「
霞
の
こ
ろ
の
」
・
⑤
２
「
を
た
え
の
は
し
に
」
な
ど
は
家
集
本
文
に

一
致
す
る
が
、
一
方
で
②
８
「
た
ち
か
は
を
と
る
」
・
⑤
９
「
い
の
り
か
さ
ね
よ
」
は
、
そ
れ
ゞ
ゝ
「
た
ち
や
は
か
は
る
」
・
「
う
ら
み
か
さ

ね
よ
」
と
あ
る
家
集
本
文
と
は
対
立
し
て
お
り
、
一
概
に
現
行
の
家
集
に
近
し
い
伝
本
を
利
用
し
た
と
も
言
い
か
ね
る
状
況
で
あ
る
。

　

以
上
の
比
較
か
ら
は
、
家
隆
家
集
に
関
し
て
は
、
少
な
く
と
も
古
本
系
本
文
と
は
完
全
に
は
一
致
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
の
み
で
あ

る
。
古
本
系
伝
本
が
増
補
さ
れ
所
謂
広
本
系
伝
本
が
派
生
し
た
時
期
は
特
定
し
づ
ら
い
が
、
蓬
左
文
庫
蔵
『
玉
吟
集
』
上
冊
奥
書
に

）
32
（

、

　
　

家
本
　
云

隆
卿
家
集
世
無
善
本
令
校
合

　
　

諸
本
同
異
新
所
編
集
也
重
尋
証

　
　

本
委
令
比
校
可
矣

　
　
　
　
　
　
　

詞
林
樗
散
（
在
判
）
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と
あ
り
、
こ
の
「
詞
林
樗
散
」
が
嘉
吉
三1443

年
頃
に
一
条
兼
良
の
用
い
た
雅
号
で
あ
る

）
33
（

と
こ
ろ
か
ら
、
広
本
系
の
編
纂
者
に
兼
良
を
充

て
る
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
34
（

。
但
し
、
蓬
左
文
庫
蔵
『
壬
生
二
品
集
』
上
冊
奥
書
に

）
35
（

は
、

　
　

永
本
ニ
云
ク

享
六
年
極
月
書
写ス

之ヲ

于
松
末
葉
正
徹
在
判

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
少
な
く
と
も
永
享
六1433

年
十
二
月
に
は
古
本
系
伝
本
を
増
補
し
た
伝
本
を
正
徹
が
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
が
、
同
本
に
は
「
詠
二
百
首
和
哥
」
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
兼
良
は
こ
れ
を
補
っ
て
現
行
の
広
本
系
伝
本
を
編
集
し
た
も
の
と
考
え

て
お
き
た
い
（
そ
の
元
と
な
っ
た
の
は
、
伏
見
宮
家
に
存
し
た
京
極
為
兼
が
花
園
院
に
委
託
し
た
和
歌
文
書
を
含
む
持
明
院
統
伝
来
の
歌

書
で
あ
ろ
う
が
、
冷
泉
派
へ
の
親
近
と
い
う
点
で
は
両
者
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
広
本
系
伝
本
は
こ
う
し
た
冷
泉
派
周
縁
で
の
交
流

か
ら
生
成
さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
該
切
の
書
写
は
そ
れ
よ
り
一
世
紀
ほ
ど
遡
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
切
の

筆
者
が
参
照
し
た
伝
本
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
想
像
の
域
を
出
な
い
。
古
本
系
を
元
と
し
た
一
伝
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
が
、
当
該
切
の
様
態
か
ら
は
、
そ
の
本
文
は
相
当
に
荒
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
当
該
切
筆
者
は
そ
の
よ
う

な
本
文
を
、
お
そ
ら
く
は
『
内
裏
名
所
百
首
』
を
使
っ
て
校
合
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
（
校
合
本
が
別
の
家
集
伝
本
で
あ
っ
た
な
ら
、

態
々
こ
の
よ
う
な
荒
本
を
用
い
ず
と
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る

）
36
（

）
。
で
は
、
手
元
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
も

の
ゝ
、
『
内
裏
名
所
百
首
』
の
一
伝
本
が
存
し
た
と
す
れ
ば
、
何
故
に
各
々
別
々
の
家
集
か
ら
採
歌
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く

は
、
そ
れ
が
信
用
の
お
け
る
伝
本
と
は
見
做
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
歌
序
が
乱
れ
た
第
二
類
本
の
よ
う
な
伝

本
が
手
元
に
あ
っ
て
、
そ
の
ど
れ
が
定
家
詠
か
家
隆
詠
か
を
正
確
に
判
別
で
き
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
個
人
詠
の
み
を
記
し
た
家
集
に
基

づ
い
て
採
歌
し
、
そ
の
混
乱
し
た
本
文
を
『
内
裏
名
所
百
首
』
本
文
で
校
訂
し
た
と
考
え
れ
ば
、
何
と
な
く
そ
の
経
緯
が
納
得
で
き
そ
う

で
あ
り
、
当
該
切
の
現
状
も
理
解
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
家
隆
詠
に
限
ら
ず
定
家
詠
に
も
当
該
切
と
家
集
本
文
と
の
間
に
は
異
同
が

散
見
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
概
ね
小
異
に
と
ゞ
ま
っ
て
お
り
、
依
拠
し
た
家
集
本
文
が
家
隆
の
場
合
に
比
べ
て
安
定
し
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て
い
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
こ
の
二
人
本
が
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
形
態
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
そ
の
前
提
と
な
る
の
が
、
富
岡
美
術
館
蔵
『
音
羽
河
』
と
題
さ
れ
た
順
徳
院
・
定
家
・
家
隆
の
『
内
裏
名
所
百
首
』
詠
を
書
写
し
た

所
謂
三
人
本
の
存
在
で
あ
る
。
同
本
は
五
島
美
術
館
特
別
展
「
定
家
様

）
37
（

」
に
出
品
さ
れ
、
「
図
版
目
録
」
に
は
「
伝
藤
原
定
家
筆
」
「
鎌
倉

時
代
／
14
世
紀
」
と
あ
り
、
定
家
の
真
跡
と
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
が
、
解
説
文
に
は
「
定
家
没
後
比
較
的
早
い
時
期
に
編
集
し
た
も
の
」

と
さ
れ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
吉
田
幸
一
氏
が
紹
介
さ
れ
た
『
牧
野
子
爵
家
藏
品
・
観
樹
将
軍
遺
愛
品
入
札
目
録
』
（
昭
和
四
年
十
月
十
四
日
、

東
京
美
術
倶
楽
部
）
所
載
の
「
定
家
卿　

名
所
歌
」
一
帖
（
廿
三
葉　

光
広
外
極
数
々
）
が
あ
り
、
こ
れ
も
『
内
裏
名
所
百
首
』
順
徳
院
・

定
家
・
家
隆
三
人
本
で
あ
っ
た
（
清
見
潟
～
野
嶋
崎
・
順
徳
院
詠
の
見
開
き
一
丁
分
の
写
真
を
付
す

）
38
（

）
。
二
本
は
用
字
や
丁
の
変
わ
り
目
、

名
所
題
の
高
さ
の
違
い
な
ど
か
ら
別
の
伝
本
と
判
断
さ
れ
る
が
、
一
致
す
る
十
六
首
中
に
三
箇
所
の
異
同
（
他
に
三
箇
所
の
小
異
）
が
存

し
て
お
り

）
39
（

、
直
接
的
な
書
写
関
係
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
（
但
し
、

131
「
夜
る
」
と
い
っ
た
表
記
は
共
通
す
る
）
。
富
岡

美
術
館
本
の
巻
首
は
、

　
　
　

春
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
保
三
年

と
あ
り
、
『
内
裏
名
所
百
首
』
で
あ
る
旨
を
明
示
し
な
い
。
十
二
人
本
は
勿
論
の
こ
と
、
三
人
本
と
し
て
も
極
め
て
特
異
な
形
態
と
い
え
よ

う
が
、
こ
の
こ
と
は
却
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
名
称
を
付
す
段
階
に
あ
っ
た
も
の
か
ら
の
抄
出
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
で
は
も
し
、

『
内
裏
名
所
百
首
』
成
立
以
前
に
定
家
筆
の
三
人
本
の
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
い
つ
成
立
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
吉
田
氏
が
論
文
中
に
全
文
を
翻
刻
さ
れ
た
「
名
所
百
首
哥
之
時
与
家
隆
卿
内
談
事

）
40
（

」
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
愚
秘
抄
』
に
合
綴

さ
れ
た
三
部
の
消
息
の
三
通
目
）
に
は
、

　
　

よ
し
な
き
人
の
う
た
お
ほ
く
見
候
て
少
々
は
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そ
れ
を
さ
へ
さ
り
候
つ
る
程
に
お
ほ
く
の
哥
は
す
て
ゝ
候
ぬ

　
　

御
製
若
所
望
得
候
は
ゝ
可
進
に
候

　
　

先裏

度書

草
に
春
廿
首
の
廿
首
の
字
を

　
　

さ
ほ
と
の
事
も
そ
ら
に
お
ほ
え
候
て
か
す
へ
て

　
　

か
ゝ
ん
と
思
ひ
て
不
書
候
し
を
其
定
に

　
　

あ
そ
は
し
候
に
け
る
と
お
ほ
え
候
こ
そ

　
　

片
腹
痛
候
へ
あ
ま
り
も
の
か
お
ほ
え
候

　
　

は
て
か
す
へ
て
後
に
書
具
て
候
也

と
い
っ
た
文
が
見
え
る
。
「
よ
し
な
き
人
」
は
家
隆
を
除
い
て
定
家
に
歌
稿
を
寄
せ
た
人
た
ち
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
御
製
」
以
下
の

文
意
は
取
り
に
く
い
。
和
製
漢
文
的
に
読
解
し
て
、
「
御
製
は
も
し
所
望
し
て
得
ま
し
た
な
ら
ば
、
進
上
し
よ
う
と
存
じ
ま
す
」
と
で
も
読

み
解
く
し
か
な
か
ろ
う
が
、
「
可
進
」
の
対
象
を
書
簡
の
受
け
取
り
手
で
あ
る
家
隆
と
す
る
な
ら
ば
、
少
し
く
違
和
感
が
あ
る
こ
と
も
否
め

な
い
。
続
く
「
裏
書
」
に
家
隆
が
詠
ん
だ
草
稿
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
順
徳
院
に
い
た
ゞ
く
予
定
の
御
製
に
定

家
・
家
隆
の
詠
を
付
し
て
、
順
徳
院
に
「
可
進
に
候
」
と
家
隆
に
報
じ
て
い
る
と
解
す
る
の
は
、
恣
意
的
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
定
家

筆
三
人
本
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
を
想
像
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
定
家
・

家
隆
二
人
本
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
位
置
付
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
上
記
の
三
人
本
の
前
段
階
と
し
て
、
定
家
の
元
に
あ
っ
た
家
隆
の
歌

稿
と
「
お
ほ
く
の
哥
は
す
て
ゝ
」
改
作
し
た
定
家
自
身
の
も
の
と
を
併
記
し
た
段
階
の
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
家
隆

歌
に
の
み
混
乱
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
「
家
隆
卿
内
談
事
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
家
隆
の
百
首
草
稿
を
「
靑
侍
」
に
急
い
で
「
書
冩
」
さ
せ

て
し
ま
っ
た
ゝ
め
と
理
解
さ
れ
よ
う
か
。
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そ
こ
で
、
今
一
度
本
文
異
同
に
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、
当
該
切
所
収
歌
に
限
っ
て
み
て
も
富
岡
美
術
館
本
の
異
同
は
か
な
り
特
殊
＝
独
自

な
も
の
が
目
立
つ
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
れ
ら
は
当
該
切
と
も
対
立
す
る
本
文
で
も
あ
る
。
当
該
切
も
ま
た
、
独
自
異
文
が
目
立
つ
が
、
そ

れ
ら
の
多
く
は
誤
写
や
脱
字
に
よ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
両
者
の
異
同
の
様
態
は
、
当
該
切
→
富
岡
美
術
館
本
（
或
い
は
他
の
三
人
本
）

→
未
精
撰
本
（
第
一
類
本
）
→
精
撰
本
（
第
三
類
本
）
と
い
っ
た
よ
う
な
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
二
人
本
か
ら
三
人
本
へ

と
い
う
よ
う
な
成
長
（
増
補
）
過
程
は
窺
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
当
該
切
が
『
内
裏
名
所
百
首
』
か
ら
の
抄
出
本
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
立
っ

た
と
し
て
も
、
現
存
伝
本
中
に
抄
出
の
元
と
な
っ
た
伝
本
の
系
統
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
有
注
本
を
含
め
た
三
人

本
と
の
一
致
は
認
め
ら
れ
る
も
の
ゝ
、
対
立
す
る
異
同
を
有
す
る
箇
所
も
多
く
、
有
意
の
一
致
と
ま
で
は
言
え
そ
う
に
な
い
）
が
、
敢
え
て

言
え
ば
、
定
家
詠
に
関
し
て
『
拾
遺
愚
草
』
と
の
異
同
が
少
な
い
第
三
類
本
系
統
に
属
す
る
伝
本
と
す
る
方
が
理
解
し
易
い
。

　

結
論
的
に
は
、
こ
の
二
人
本
は
そ
れ
ゞ
ゝ
の
百
首
を
各
々
の
家
集
か
ら
採
歌
し
、
そ
の
後
、
歌
序
の
乱
れ
た
第
二
類
本
系
統
の
『
内
裏

名
所
百
首
』
に
よ
っ
て
校
合
し
た
も
の
と
考
え
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
で
は
何
故
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
順
徳
院
定
家
家
隆
三

人
本
が
鎌
倉
後
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
定
家
・
家
隆
両
名
の
百
首
の
み
を
採
歌
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

後
鳥
羽
院
晩
年
の
撰
に
な
る
『
定
家
家
隆
両
卿
撰
歌
合
』
や
『
秋
風
抄
』
序
文
に
両
人
を
「
赤
人
人
丸
」
に
準
え
て
並
立
さ
せ
る
と
い
っ

た
評
価
の
上
昇
が
、
歌
聖
と
し
て
の
定
家
に
並
ぶ
家
隆
と
い
っ
た
評
価
を
定
着
さ
せ
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
顕
著
に

な
る

）
41
（

室
町
期
以
前
に
こ
の
よ
う
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
点
で
も
、
こ
れ
ら
の
断
簡
の
文
学
史
的
な
意
義
は

認
め
ら
れ
よ
う
（
浄
弁
真
筆
の
草
稿
本
で
あ
る
可
能
性
の
存
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
尚
更
で
あ
る
）
。

〈
図
版
①
〉

　
　

青
柳
の
か
つ
ら
き
や
ま
の
な
か
き
ひ
は
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そ
ら
も
み
と
り
に
あ
そ
ふ
糸
い
ふ

　
　

し
ら
雲
は
も
と
よ
り
か
ゝ
る
あ
を
や
き
の

　
　

か
つ
ら
き
や
ま
に
ゝ
ほ
ふ
春
風

　
　
　
　

手
大
　
和

向
山

　
　

た
つ
あ
ら
し
い
つ
れ
の
神
に
た
む
け
や
ま

　
　

花
の
に
し
き
の
か
た
も
さ
た
め
す

　
　

秌
の
野
に
た
ち
か
は
を
と
る
た
む
け
山

　
　

霞
の
こ
ろ
の
は
な
の
錦
は

　
　
　
　

伊
伊
　
勢

勢
海

〈
図
版
②
〉

　
　

こ
と
の
ね
も
な
け
き
く
は
ゝ
る
ち
き
り
と
て

　
　

を
た
え
の
は
し
に
中
も
た
え
に
き

　
　

あ
ふ
事
は
ぬ
る
を
た
の
み
の
ゆ
め
ち
ま
て

　
　

を
た
え
の
は
し
に
月
そ
ふ
け
ゆ
く

　
　
　
　
　

三
紀
　
伊

熊
野
浦

　
　

時
の
ま
も
よ
は
の
衣
の
は
ま
ゆ
ふ
や

　
　

な
け
き
そ
ふ
へ
き
み
く
ま
の
ゝ
浦
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み
く
ま
の
ゝ
う
ら
の
は
ま
松ユ

フ

し
ろ
妙
の

　
　

そ
て
の
わ
か
れ
も
い
の
り
か
さ
ね
よ

　
　
　
　
　
２
、
伝
足
利
義
尚
（
飛
鳥
井
雅
親
）
筆
四
半
切
（
享
徳
三
年
八
月
四
日
細
川
持
之
十
三
回
忌
品
経
和
歌
）

　

未
装
の
断
簡
（
図
版
③
）
で
、
極
札
（
龍
紋
唐
紙
〔
雲
母
押
し
・
表
全
体
に
雲
母
引
き
〕
、
）
に
は
、

　
　
〔
表
〕
室
町
殿
義
尚
公
あ
り
し
世
の

〔
拝
（
墨
印
）
〕

　
　
〔
裏
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
茂
入
道
順
（
朱
印
）
〕

と
あ
り
、
初
代
朝
倉
茂
入
の
極
め
と
知
ら
れ
、
切
裏
左
上
隅
に
「
義
尚
」
と
墨
書
す
る
（
図
版
③
裏
面
〔
部
分
〕
）
。
表
極
印
左
下
に
「
△
」

或
い
は
「
Ａ
」
と
見
え
る
鉛
筆
書
入
が
あ
り
、
付
属
の
小
紙
片
（
洋
紙
・
界
罫
点
線
、
五
・
八
×
一
・
五
㎝
〔
上
〇
・
九
、
右
〇
・
八
に

点
線
〕
）
に
は
、
久
曽
神
昇
氏
の
手
に
な
る
ペ
ン
書
き
で
「
あ
か
し
世
の
秋
の
か
け
ま
で
そ
ふ
も
の
を
／
雲
な
へ
た
て
そ
よ
ひ
の
間
の
月
」

と
初
め
二
行
が
翻
字
さ
れ
て
お
り
（
極
札
の
書
入
も
氏
の
所
為
で
あ
ろ
う
）
、
本
切
は
志
香
須
賀
文
庫
の
旧
蔵
と
推
定
さ
れ
る
。
料
紙
は
斐

楮
交
漉
紙
、
二
四
・
五
×
一
五
・
九
㎝
（
字
高
二
一
・
五
㎝
）
で
、
左
二
・
三
㎝
（
八
・
九
行
目
の
あ
い
だ
）
に
一
見
折
痕
か
と
見
え
る
極

細
の
紙
継
ぎ
が
見
ら
れ
る
の
で
、
巻
子
装
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
紙
面
に
巻
皺
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
元
は
四
半

形
の
冊
子
本
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

）
42
（

。
和
歌
二
行
書
一
面
九
行
。
今
の
と
こ
ろ
、
ツ
レ
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

　

本
切
の
書
写
年
代
及
び
筆
跡
に
つ
い
て
は
、
書
写
内
容
と
も
密
接
に
係
わ
る
の
で
、
先
に
本
切
の
書
写
内
容
か
ら
述
べ
る
こ
と
ゝ
す
る
。

本
切
の
書
写
内
容
は
、
『
釋
教
歌
詠
全
集
』
第
四
巻

）
43
（

（
以
下
、
「
釈
教
歌
詠
全
集
」
と
略
記
）
に
収
め
ら
れ
る
「
細
川
持
之
十
三
回
忌
品
經

和
歌
」
の
内
、「
秋
日
聴
講
法
華
経
詠
勧
持
品
和
歌
／
兵
部
小
輔
成
之
」
の
「
懐
旧
」
題
詠
歌
本
文
か
ら
「
詠
安
楽
行
品
和
歌
／
沙
弥
道
賢
」
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の
「
懐
旧
」
題
詠
の
上
句
に
該
当
す
る
（
同
書
所
収
本
文
と
本
切
に
異
同
は
な
い
）
。
釈
教
歌
詠
全
集
に
収
め
ら
れ
る
活
字
版
以
外
に
写
本

等
で
伝
わ
る
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
同
書
の
使
用
し
た
底
本
が
ど
の
よ
う
な
も
の
あ
っ
た
か
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い

）
44
（

。

　

細
川
持
之
の
死
去
に
つ
い
て
は
、
『
大
乗
院
日
記
目
錄
』
二

）
45
（

の
嘉
吉
二1442

年
条
に
「
八
月
四
日
、
細
川
弘
源
院
持
之
逝
去
」
と
記
録

さ
れ
る
よ
う
に
、
前
年
六
月
二
十
四
日
に
起
き
た
「
嘉
吉
の
乱
」
を
九
月
十
日
ま
で
掛
か
っ
て
管
領
と
し
て
よ
う
や
く
収
拾
し
た

）
46
（

後
、
翌

二
年
六
月
二
十
四
日
、
前
将
軍
義
教
の
一
周
忌
当
日
に
出
家
し
て
法
名
常
喜
を
名
乗
っ
て
間
も
な
く
の
逝
去
で
あ
っ
た
（
享
年
四
十
三
歳
）
。

但
し
、
持
之
の
管
領
辞
任
そ
の
も
の
は
、
『
康
富
記

）
47
（

』
嘉
吉
二
年
六
月
廿
四
日
条
に
「
是
日
細
川
右
京
大
夫
源
持
之
朝
臣
被
遂
出
家
、
管
領

職
上
表
時
分
也
」
と
記
さ
れ
る
の
み
だ
が
、
『
基
恆
日
記

）
48
（

』
同
年
二
月
条
（
日
付
不
明
）
に
よ
り
、
既
に
二
月
に
は
持
之
の
「
上
表
」
が
な

さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
同
条
に
「
尾
張
入
道
德
本
被
仰
付
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
持
之
の
辞
任
に
伴
っ
て
後
任
に
は
畠
山
持
国
が
就

く
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
は
一
時
政
務
を
停
止
し
た
の
み
で
、
し
ば
ら
く
し
て
政
務
に
復
帰
し
た
よ
う
で
あ
る

）
49
（

。
同
四
月

八
日
に
も
「
上
表
治
定
」
の
沙
汰
が
あ
っ
た
が
、
同
二
十
九
日
に
は
政
務
へ
の
復
帰
が
確
認
さ
れ
る

）
50
（

。
こ
の
六
月
二
十
四
日
の
出
家
に
至

り
、
漸
く
正
式
に
管
領
職
を
辞
し
た
が
、
実
質
的
に
は
以
後
も
前
管
領
と
し
て
持
之
が
幕
政
を
主
宰
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
任
の
管

領
で
あ
る
持
国
は
同
年
六
月
廿
九
日
に
は
「
出
仕
」
を
申
し
出
て
い
る
が
、
そ
の
「
出
仕
始
」
は
持
之
に
よ
っ
て
「
八
月
可
被
始
行
之
」

と
定
め
ら
れ
、
実
際
に
も
持
之
の
死
後
、
八
月
廿
二
日
ま
で
延
引
さ
れ
て
い
る

）
51
（

。
以
後
、
持
国
（
出
家
し
て
徳
本
入
道
）
と
細
川
氏
は
畠

山
家
の
家
督
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
策
謀
を
繰
り
広
げ
、
こ
の
「
細
川
持
之
十
三
回
忌
品
経
和
歌
」
に
も
影
を
落
と
す
こ
と
ゝ
な
る
。

　

持
之
の
出
家
に
つ
い
て
も
、
『
師
郷
記
』
同
日
条
に
、
「
今
日
普
廣
院
殿
御
一
周
忌
也
、
於
相
國
寺
座
・
拈
香
等
有
之
、
／
於自

今
日
於　

禁
裏
被
始
行
御
懺
法
、
爲
普
廣
院
殿
御
佛
事
也
、
具
行
按（

三
條
西
公
保
）

察
大
納
言
・
中
山
中（

定
親
）

納
言
兩
人
云
々
、
僧
衆
毗（

公

承

）

沙
門
堂
僧
正
・
尊
勝
院（

重

慶
カ

）

ヽ
ヽ
以

下
也
」
と
義
教
一
周
忌
の
事
を
記
し
た
後
に
、

　
　

今
日
前（
細
川
持
之
）

管
領
細
川
／
京
兆
出
家
、
此
間
數
日
病
氣
也
、
少
減
云
々
、
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と
記
さ
れ
て
お
り
、
病
の
小
康
の
間
を
縫
っ
て
の
出
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
日
に
定
め
て
の
出
家
で
あ
っ
た
か
は
分
か
り

に
く
い
が
、
や
は
り
将
軍
義
教
暗
殺
の
引
責
と
し
て
こ
の
日
が
選
ば
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
死
去
当
日
の
記

録
と
し
て
は
、
『
康
富
記
』
嘉
吉
二
年
八
月
四
日
条
に
、

　
　

先
管
領
細
河
右
京
大
夫
入
道
常
喜
、
今
日
逝
去
、
四
十
三
歳
也
、
自
夏
比
風
瘧
之
病
惱
云
々
、
子
息
十
三
歳
也
云
々
、

と
見
え
、
『
師
郷
記
』
同
日
条
に
も
、

　
　

 

今
日
辰
剋
、
細
川
右
京
大
夫前

入管

道領

卒
、
四
十
三
、
自
去
三
月
末
比
所
勞
也
、
子（

細
川
勝
元
）

息
童
形
有
之
、
十
三
／
云
々
、
遺
跡
相
續
也
、
成
人
之

間
、
舎（

細

川

持

賢
）

弟
右
馬
助
可
相
計
之
由
申
置
云
々
、

と
、
よ
り
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
風
瘧
」
は
「
わ
ら
は
病
み
」
で
、
夏
季
に
罹
患
す
る
マ
ラ
リ
ア
に
似
た
風
土
病
だ
が
、
前
年
よ
り
の

心
労
か
ら
く
る
「
所
勞
」
を
因
と
す
る
心
身
の
衰
え
が
病
を
引
き
寄
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
細
川
京
兆
家
の
家
督
は
嫡
男
勝
元
が
継
い
だ

も
の
ゝ
、
十
三
歳
と
年
少
の
た
め
、
成
人
ま
で
の
間
、
持
之
の
遺
言
に
よ
り
叔
父
持
賢
の
後
見
を
受
け
る
こ
と
ゝ
な
る
が
、
勝
元
は
同
年

十
一
月
七
日
、
足
利
義
勝
の
「
御
元
服
」
（
九
歳
）
に
合
わ
せ
て
元
服
し
て
い
る
（
師
郷
記
）
。

　

細
川
持
之
の
十
三
回
忌
に
つ
い
て
は
、
記
録
類
に
は
そ
の
記
述
を
見
出
せ
な
い
が
、
飛
鳥
井
雅
親
の
家
集
『
続
亜
槐
集

）
52
（

』
に
、

　
　
　
　

同
（
享
徳
）
三
年
八
月
四
日
、
持
之
朝
臣
十
三
廻
忌
勝
元
朝
臣
勧
進
に
、
お
な
し
心
（
懐
旧
）
を

　
　

と
を
さ
か
る
月
日
の
か
へ
る
け
ふ
し
も
そ
み
し
面
影
は
更
に
か
な
し
き
（
四
六
四
）

　
　
　
　

享
徳
三
年
八
月
四
日
、
持
之
朝
臣
十
三
廻
忌
勝
元
朝
臣
勧
進
に

　
　
　
　
　

化
城
喩
品　
　

従
冥
入
於
真

　
　

ふ
も
と
さ
へ
く
れ
て
た
と
り
し
み
山
ち
の
木
の
下
や
み
に
猶
ま
よ
ひ
ぬ
る
（
四
九
六
）

の
二
首
が
認
め
ら
れ
、
『
草
根
集

）
53
（

』
六
に
も
、
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同
（
嘉
吉
）
三
年
八
月
四
日
、
細
川
右
京
大
夫
勝
元
、
弘
源
院
常
喜

　
　
　
　

十
三
回
忌
追
善
の
た
め
と
て
、
品
経
す
ゝ
め
ら
れ
し
中
に

　
　
　
　
　

陀
羅
尼
品　
　

令
得
安
穏　

離
諸
衰
患

　
　

ち
ら
さ
り
き
野
分
も
雨
も
よ
き
て
行
花
の
千
草
の
露
の
山
陰
（
五
三
八
七
）

　
　
　
　
　

懐
旧

　
　

あ
り
ふ
る
も
う
つ
ゝ
す
く
な
き
老
か
世
に
昔
か
た
り
の
夢
そ
忘
れ
ぬ
（
五
三
八
八
）

の
二
首
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
「
陀
羅
尼
品
」
の
経
文
は
、
釈
教
歌
詠
全
集
に
は
「
令
得
安
穩
離
衰
患
」
と
あ
る
が
、
『
法
華
経

）
54
（

』
本
文
に

照
ら
せ
ば
、
『
草
根
集
』
が
正
し
い
）
。

　

釈
教
歌
詠
全
集
に
依
る
と
、
出
詠
者
は
、
①
序
品
／
権
僧
正
増
運
（
准
三
后
・
実
相
院
門
跡
、
近
衛
房
嗣
男
）
・
②
方
便
品
／
大
僧
都
義

観
（
将
軍
足
利
義
教
男
、
義
政
弟
）
・
③
譬
喩
品
／
太
宰
権
帥
藤
原
実
雅
（
正
親
町
三
条
公
雅
男
）
・
④
信
解
品
／
従
二
位
藤
原
資
任
（
烏

丸
豊
光
男
、
義
政
寵
臣
）
・
⑤
薬
草
喩
品
／
権
大
納
言
公
綱
（
正
親
町
三
条
実
雅
男
）
・
⑥
授
記
品
／
桑
門
浄
空
（
飛
鳥
井
雅
永
、
雅
縁
二

男
）
・
⑦
化
城
喩
本
／
正
三
位
藤
原
雅
親
（
飛
鳥
井
雅
世
一
男
）
・
⑧
五
百
弟
子
品
／
権
中
納
言
藤
原
勝
光
（
日
野
重
政
男
）
・
⑨
授
学
無
学

人
記
品
／
右
兵
衛
督
藤
原
為
富
（
冷
泉
為
之
男
）
・
⑩
法
師
品
／
左
中
将
藤
原
教
国
（
滋
野
井
実
益
男
、
後
花
園
天
皇
側
近
）
・
⑪
宝
塔
品

／
左
中
将
藤
原
雅
康
（
飛
鳥
井
雅
世
二
男
、
雅
親
猶
子
・
二
楽
軒
宋
世
）
・
⑫
提
婆
品
／
左
兵
衛
佐
義
敏
（
斯
波
持
植
男
〔
義
父
斯
波
義

建
〕
）
・
⑬
勧
持
品
／
兵
部
少
輔
成
之
（
細
川
教
祐
男
・
同
持
常
養
子
）
・
⑭
安
楽
行
品
／
沙
弥
道
賢
（
細
川
持
賢
、
満
元
三
男
）
・
⑮
湧
出

品
／
沙
弥
常
忻
（
細
川
持
春
・
下
野
入
道
、
満
国
男
）
・
⑯
寿
量
品
／
兵
庫
頭
教
氏
（
大
館
持
房
二
男
、
義
政
御
供
衆
）
・
⑰
分
別
功
徳
品

／
民
部
少
輔
教
春
（
細
川
持
春
男
）
・
⑱
随
喜
功
徳
品
／
伊
勢
守
貞
親
（
伊
勢
〔
平
〕
貞
国
男
、
幕
府
政
所
執
事
）
・
⑲
法
師
功
徳
品
／
沙

弥
智
安

）
55
（

（
安
富
氏
、
筑
後
入
道
・
安
田
入
道
、
細
川
氏
被
官
→
尭
孝
法
印
日
記

）
56
（

「
知
安
」
）
・
⑳
不
軽
品
／
沙
弥
元
泉
（
不
明
）
・
㉑
神
力
品
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／
沙
弥
常
継

）
57
（

（
矢
野
備
前
入
道
、
京
兆
家
内
衆
→
康
富
記
・
尭
孝
日
記
）
・
㉒
嘱
累
品
／
沙
弥
常
安

）
58
（

（
大
館
氏
、
与
州
入
道
→
尭
孝
日
記
）
・

㉓
薬
王
品
／
左
衛
門
尉
三
善
元
秀
（
飯
尾
氏
→
尭
孝
日
記
）
・
㉔
妙
音
品
／
左
衛
門
尉
紀
元
盛

）
59
（

（
安
富
氏
カ
、
安
田
勘
解
由
→
尭
孝
日
記
）
・

㉕
普
門
品
／
法
印
尭
孝
・
㉖
陀
羅
尼
品
／
釈
正
徹
・
㉗
厳
王
品
／
左
京
大
夫
勝
元
・
㉘
勧
発
品
／
御
製
（
後
花
園
天
皇
）
の
二
十
八
名
で
、

通
行
の
品
経
和
歌
と
同
じ
く
各
自
担
当
の
法
華
経
各
品
の
経
文
題
と
「
懐
旧
」
の
二
首
を
詠
ん
で
い
る
。
参
加
者
に
細
川
家
及
び
そ
の
被

官
層
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
殆
ど
は
尭
孝
周
縁
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
結
尾
に
は
後
花
園
天
皇

の
御
製
を
置
く
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
序
品
の
詠
者
に
は
実
相
院
門
跡
増
運
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
増
運
の
准
三
后
宣
旨
を
め
ぐ
っ
て
は
、

『
康
富
記
』
嘉
吉
二
年
六
月
十
七
日
条
に
「
今
日
准
后
事
、
別
無
御
修
法
之
勸
賞
、
只
自
武
家
、
管
領
細
川
／
京
兆
被
執
奏
申
之
故
也
、
但
攝

籙
聊
有
御
抑
留
之
御
氣
色
歟
、
雖
然
强
被
申
執
奏
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
管
領
細
川
持
之
が
朝
廷
側
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
実
現
さ
せ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
縁
を
以
て
序
品
の
詠
者
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
本
来
は
将
軍
足
利
義
政
が
充
当
さ
れ
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
時
期
、
畠
山
家
の
家
督
相
続
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
義
政
が
山
名
持
豊
（
嘉
吉
二
年
に
出

家
し
て
宗
峯
、
後
に
宗
全
）
と
結
ん
だ
細
川
勝
元
と
対
立
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

畠
山
家
の
家
督
を
め
ぐ
る
問
題
は
複
雑
で
あ
り
、
元
は
と
い
え
ば
持
国
が
足
利
義
教
の
勘
気
を
蒙
り
、
こ
れ
を
憂
慮
し
た
家
臣
団
に
よ

り
異
母
弟
持
永
が
家
督
に
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
遠
因
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
嘉
吉
の
変
」
に
よ
り
義
教
が
暗
殺
さ
れ
、
そ
の
首
謀
者
で
あ
る

赤
松
満
祐
追
討
の
た
め
、
持
国
は
赦
免
さ
れ
る
こ
と
ゝ
な
る
（
但
し
、
家
督
に
は
復
帰
せ
ず
）
。
こ
の
後
、
持
永
が
持
国
に
刺
客
を
放
つ
な

ど
の
事
件
が
あ
り
、
七
月
四
日
に
は
持
永
は
家
臣
に
拉
致
さ
れ
て
京
都
か
ら
落
ち
延
び
、
持
国
が
家
督
に
復
帰
す
る

）
60
（

。
こ
う
し
て
一
旦
は

落
ち
着
い
た
も
の
ゝ
、
持
国
が
養
子
と
し
て
い
た
同
母
弟
持
富
か
ら
実
子
の
義
夏
（
後
の
義
就
）
へ
と
家
督
継
承
者
を
変
更
し
、
宝
徳

二1450

年
六
月
二
十
六
日
に
は
相
続
を
義
政
に
認
め
さ
せ
、
再
び
争
乱
の
種
を
蒔
い
て
い
る

）
61
（

。
享
徳
三
年
四
月
三
日
、
持
富
の
遺
児
で
あ

る
弥
三
郎
を
擁
し
た
神
保
越
中
守
の
陰
謀
が
露
見
し
て
、
越
中
守
宿
所
を
襲
っ
た
持
国
方
に
よ
り
神
保
父
子
や
家
人
が
討
死
し
、
弥
三
郎
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も
「
畠
山
弥（

政
長
）

三
郎
故
尾（
畠
山
持
富
）

張
／
守
子
今
夜
没
落
云
々
」
（
師
郷
記

）
62
（

）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
京
都
か
ら
遁
走
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
、
逃
げ
延
び

た
弥
三
郎
が
細
川
勝
元
に
庇
護
を
求
め
た
こ
と
に
よ
り
、
事
態
は
複
雑
化
す
る
。
畠
山
家
中
の
弥
三
郎
派
家
臣
達
は
主
家
を
辞
し
て
山
名

宗
全
の
庇
護
下
に
入
り
、
同
八
月
二
十
一
日
夜
に
至
り
、
遂
に
畠
山
持
国
邸
を
襲
撃
、
持
国
は
畠
山
義
忠
邸
に
、
義
就
は
遊
佐
国
助
宅
に

逃
げ
込
ん
だ
も
の
ゝ
、
翌
二
十
二
日
に
は
義
就
が
遊
佐
宅
に
火
を
か
け
て
京
都
を
没
落
す
る
。
同
二
十
八
日
に
は
、
「
今
朝
畠
山
左
衛
門
督

入
道
、
自
修
理
大
夫
入
道
宿
所
移
住
建
仁
寺
西
來
院
、
是
隱
居
之
分
云
々
、
相
從
者
卅
余
人
云
々
、
此
内
老
者
兩
三
人
落
髪
之
、
路
次
送

者
數
百
人
云
々
」
（
師
郷
記
）
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
持
国
は
建
仁
寺
西
来
院
に
入
っ
て
隠
居
し
、
事
件
は
弥
三
郎
方
の
勝
利
と
い
う
形
で

落
着
す
る
。
義
政
は
持
国
・
義
就
側
に
立
ち
、
持
国
の
申
請
に
よ
り
弥
三
郎
の
「
治
罰
」
を
命
じ
る
な
ど
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が

）
63
（

、
弥

三
郎
方
が
持
国
邸
を
襲
っ
た
折
に
は
、
「
室
町
殿
警
固
武
士
多
以
參
籠
」
（
師
郷
記
）
と
あ
る
よ
う
に
自
邸
室
町
第
を
固
め
る
の
み
で
、
騒

ぎ
を
傍
観
し
て
い
る
。
持
之
十
三
回
忌
の
催
し
の
前
日
と
前
々
日
、
『
師
郷
記
』
に
は
、

　
　

 

二
日
、
辛
巳
、
掃（
中
原
師
富
）

部
頭
參
西
郭

（
徳
大
寺
邸
）、

今
夕
大
炊
御
門
京
極
有
火
事
、
及
冷
泉
之
、
前（
畠
山
持
國
）

管
領
被
官
者
兩
人
没
落
、
仍
放
火
云
々
、
去
四

月
餘
也
、

　
　

 

三
日
、
壬
午
、
今
夜
洛
中
物
忩
、
仍　

禁
裏
・
室

（
足
利
義
政
邸
）

町
殿
警
固
輩
參
之
、
前
管
領
与
管

（
細
川
勝
元
）

領
・
山（
持
豊
）名

之
間
、
荒
説
出
來
之
故
云
々
、
前
管

領
去
四
月以

没後

落
、
被
官
人
等
、
管
領
・
山
名
近
邉
隱
居
之
由
、
有
其
聞
、
仍
互
用
心
、
依
之
雜
説
無
窮
云
々
、

と
い
っ
た
記
事
が
見
ら
れ
、
洛
中
で
は
勝
元
・
宗
全
庇
護
下
の
畠
山
家
元
被
官
と
持
国
が
一
触
即
発
の
状
況
で
睨
み
合
っ
て
い
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
弥
三
郎
の
治
罰
を
命
じ
た
手
前
、
義
政
は
持
之
追
善
の
和
歌
を
詠
じ
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
し
、
勝
元
も
敢
え
て
要
請
す
る

こ
と
は
し
な
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
准
三
后
推
挙
で
持
之
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
増
運
が
序
品
の
詠
者

に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
そ
の
依
頼
は
、
両
者
の
対
立
が
表
面
化
す
る
四
月
以
降
の
こ
と
ゝ
考
え
ら
れ
る
）
。

　

本
切
の
詠
作
の
内
、
安
楽
行
品
の
経
文
「
在
閑
處
修
攝
其
心
」
は
、
『
法
華
経

）
64
（

』
本
文
で
は
、
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況
復
餘
事
。
不
樂
畜
年
小
弟
子
、
沙
彌
小
兒
。
亦
不
樂
與
同
師
。
常
好
坐
禪
、
在
於
閑
處
、
修
攝
其
心
。

と
続
く
経
文
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
、
漢
訳
で
は
「
常
に
座
禅
を
好
み
、
閑し

ず

か
な
る
処
に
在
り
て
、
そ
の
心
を
摂を

さ

む
る
こ
と
を

修な
ら

へ
」
と
座
禅
と
閑
居
を
勧
め
る
意
と
な
り
、
詠
ま
れ
た
和
歌
も
そ
の
内
容
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

原
文
か
ら
の
邦
訳
を
参
考
に
す
る
と
、
「
亦
不
樂
」
は
こ
の
部
分
に
も
掛
か
り
、
「
亦
、
与と

も

に
師
を
同
じ
く
し
、
常
に
座
禅
を
好
み
、
閑し

ず

か

な
る
処
に
在
り
て
、
そ
の
心
を
摂を

さ

む
る
こ
と
を
修な

ら

ふ
を
楽ね

が

は
ざ
れ
」
の
意
と
な
る
。
経
文
の
行
文
自
体
も
、
そ
の
よ
う
に
読
ま
な
い
と
、

こ
ゝ
ま
で
を
纏
め
て
受
け
る
「
是
名
初
親
近
處
（
こ
れ
を
初
め
の
親
近
処
と
名
づ
く
る
な
り
）
」
と
は
連
接
し
な
い
。
求
法
者
の
行
動
（
行

処
）
と
交
際
範
囲
（
親
近
処
）
に
つ
い
て
説
く
安
楽
行
品
の
第
一
段
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
多
分
に
「
小
乗
的
」
と
さ
れ
る

内
容
を
持
っ
て
お
り
、
第
二
段
以
降
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
と
は
整
合
し
な
い

）
65
（

。
閑
居
の
修
身
（
心
）
な
ど
ゝ
い
う
こ
と
も
、
様
々
な
世
俗

と
の
交
際
と
同
じ
く
否
定
さ
れ
て
あ
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
が
、
漢
訳
の
よ
う
に
読
め
ば
、
こ
れ
以
前
に
強
く
否
定
さ
れ
た
世
俗
と

は
隔
絶
し
て
閑
居
す
る
こ
と
を
勧
め
る
行
文
と
し
て
第
一
段
の
末
尾
に
置
か
れ
た
も
の
と
理
解
＝
誤
解
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
日
本
的
な

仏
教
観
か
ら
も
容
易
に
推
測
で
き
て
し
ま
う
。
漢
訳
と
い
う
も
の
を
あ
い
だ
に
差
し
挟
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
に
お
け
る
経
典
理
解

の
限
界
が
仄
見
え
る
一
例
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
本
切
の
書
写
年
代
と
そ
の
筆
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
伝
称
筆
者
で
あ
る
足
利
義
尚
の
署
名
入
り
短
冊
な
ど
ゝ
比
較
す
る

と
同
筆
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
本
切
が
室
町
中
期
の
書
写
に
か
ゝ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
書
風
は
飛
鳥
井
流
、
中
で
も

栄
雅
流
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
筆
致
は
飛
鳥
井
雅
親
自
筆
の
懐
紙
や
署
名
入
り
短
冊
な
ど
ゝ
比
較
し
て
、
明
瞭
に
同
筆
と
判
断

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
試
み
に
、
手
元
に
あ
る
飛
鳥
井
雅
世
・
雅
親
両
筆
の
大
四
半
切
を
掲
げ
て
お
く
（
参
考
図
版
）
。
当
該
切
は
、
『
宝

徳
三1451

年
八
月
十
一
日
百
番
歌
合
』
を
書
写
内
容
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
四
十
五
番
左
右
・
判
詞
を
具
備
し
て
い
る
。
料
紙
は
楮
紙
、

二
五
・
五
×
一
八
・
七
㎝
。
巻
皺
等
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
元
は
大
型
の
四
半
形
冊
子
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

）
66
（

。
十
題
・
二
十
名
参
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加
の
大
規
模
な
歌
合
で
、
判
者
は
飛
鳥
井
雅
世
（
祐
雅
）
。
諸
資
料
と
比
較
す
る
と
、
歌
合
本
文
は
飛
鳥
井
雅
親
、
判
詞
は
同
雅
世
の
真
筆

と
判
断
し
て
よ
く
、
即
ち
能
書
で
あ
っ
た
雅
親
が
本
文
を
書
写
し
、
判
者
雅
世
が
判
詞
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
書
式
か
ら

も
当
該
切
は
同
歌
合
の
原
本
の
断
簡
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

）
67
（

。
本
切
も
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
な
理
由
で
雅
親
の
浄
書
本
の
断
簡
と

判
断
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
書
写
態
度
・
状
況
は
ほ
ゞ
等
し
く
、
比
較
し
て
わ
か
る
よ
う
に
当
該
歌
合
切
本
文
と
本
切
は
同
筆
で
あ
り
、
本

切
が
雅
親
の
真
筆
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
本
切
に
見
ら
れ
る
穏
や
か
で
伸
び
や
か
な
筆
運
び
は
、
栄
雅
流
の
追
随
者
と
は
似
て

非
な
る
品
格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
一
流
の
祖
と
し
て
の
面
目
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
名
葉
集
類
の
「
足
利
義
尚
」
「
飛
鳥
井
雅
親
（
栄

雅
）
」
条
に
は
、
本
切
に
該
当
す
る
記
述
は
見
出
せ
な
い
。

　

本
切
と
関
連
し
て
、
興
味
深
い
資
料
が
報
告
さ
れ
て
い
る

）
68
（

。
国
立
公
文
書
館
蔵
『
室
町
殿
月
次
和
歌
』
（
二
〇
一
―
一
三
六
）
及
び
同
一
の

内
容
を
有
す
る
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
室
町
殿
月
次
／
長
禄
二
』
（
一
四
〇
・
一
三
）
・
彰
考
館
蔵
『
月
次
御
會
和
哥
』
（
一
四
〇
―
一
三
）
・

同
蔵
『
一
会
和
歌
纂
』
の
四
本
の
紹
介
が
そ
れ
で
、
内
容
は
長
禄
二1458

年
に
行
わ
れ
た
幕
府
月
次
歌
会
五
点
と
「
康
正
元
年
十
二
月
廿

九
日
日
野
政
光
十
三
回
忌
品
経
和
歌
（
抄
）
」
の
計
六
点
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
に
は
次
の
よ
う
な
本
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
（
国
立
公
文
書

館
本
は
翻
刻
が
あ
る
の
で
、
こ
ゝ
で
は
松
平
文
庫
本

）
69
（

を
掲
げ
て
お
く
）
。

　
　

康
本
　
云

正
元
年
十
二
月
廿
九
日
弁
入
道
政
光
十

　
　

三
廻
忌
新
大
納
言
勝
光
卿　

勧
進
之

　
　
但
十
一
月
廿
九
日

　
　
取
集
之
」
三
三
ウ

　
　
　

右
此
一
帖
者
於
打
聞
間
隙
令
書

　
　
　

冩
之
被
本
二
帖
長
禄
年
中
御
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月
次
実
相
院
准
后
増
運
自
筆

　
　
　

品
經
和
歌
者
入
道
大
納
言
雅
親
卿

　
　
　

自
筆
也

　
　
　

文
明
十
五
年
五
月
十
日　
　

尚
以
名
判
形
ト
ス氏

」
三
四
オ

因
み
に
、
彰
考
館
蔵
『
月
次
御
會
和
哥
』
で
は
、
こ
の
両
奥
書
の
あ
い
だ
に
、

　
　

和私

三曰

品
経
之
哥
冩
本
欠
落　
　

※
「
三
」
字
、
「
○
」
ヲ
上
書
ス

と
い
う
注
記
が
認
め
ら
れ
る
由
で
あ
る

）
70
（

。

　

文
明
十
五1483

年
五
月
十
五
日
の
日
付
を
持
つ
大
館
尚
氏
の
奥
書
は
、
こ
れ
ら
の
歌
会
資
料
の
書
写
が
、
同
年
二
月
一
日
に
開
始
さ
れ

た
将
軍
足
利
義
尚
が
企
図
し
た
未
完
の
打
聞
『
撰
藻
鈔
』
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

）
71
（

（
本
切
の
伝
称
筆
者
を
義
尚
と

す
る
こ
と
に
も
、
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
）。
既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
写
本
一
帖
は
元
は
二
帖
で
あ
っ
た
も
の

を
纏
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
親
本
は
月
次
和
歌
会
の
一
帖
が
実
相
院
准
后
増
運
自
筆
、
品
経
和
歌
一
帖
が
飛
鳥
井
雅
親
（
文
明
五1473

年
に
出
家
し
て
栄
雅
）
の
自
筆
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
但
し
、
品
経
和
歌
に
つ
い
て
は
「
日
野
政
光
十
三
回
忌
品
経
和
歌
」
の
内
、

「
詠
厳
王
品
和
哥
」
と
「
懐
旧
」
題
を
詠
ん
だ
日
野
勝
光
詠
二
首
と
「
詠
勧
発
品
和
哥
」
と
「
懐
旧
」
題
を
詠
ん
だ
民
部
少
輔
永
秀
（
式
部

卿
伏
見
宮
貞
常
親
王
隠
名
）
の
二
首
し
か
載
録
さ
れ
ず
、
末
尾
の
み
が
残
存
し
た
形
で
あ
る
。
前
記
の
彰
考
館
本
の
注
記
を
勘
考
す
れ
ば
、

尚
氏
が
書
写
し
た
当
時
、
雅
親
自
筆
本
は
他
の
品
経
和
歌
を
含
む
「
一
帖
」
と
し
て
現
存
し
、
書
写
さ
れ
た
も
の
が
後
に
な
ん
ら
か
の
事
情

で
末
尾
の
み
を
残
し
て
「
欠
落
」
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
筆
書
者
で
あ
る
雅
親
は
当
時
存
命
〔
延
徳
二1491

年
十
二
月
二
十
二
日
没
、

七
十
四
歳
〕
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
中
途
半
端
を
通
り
越
し
た
「
抄
出
」
本
が
自
筆
の
「
一
帖
」
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
い
）。
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品
経
和
歌
そ
の
も
の
は
、
「
日
野
政
光
十
三
回
忌
品
経
和
歌
」
本
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
、
原
本
た
る
懐
紙
は
一
ケ
月
前
に
は
取
り
集
め
ら

れ
、
各
詠
者
の
墨
痕
そ
の
ま
ゝ
に
巻
子
装
に
改
め
て
表
紙
や
巻
軸
を
荘
厳
し
、
供
養
の
当
日
に
仏
前
に
供
え
て
披
講
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
ゝ
に
い
う
雅
親
自
筆
本
は
供
養
に
用
い
ら
れ
た
原
本
を
元
に
し
た
浄
書
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
ゝ
謂
い
で
あ
る
。
月
次
歌
会
も
原

本
は
各
詠
者
自
筆
の
懐
紙
か
短
冊
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
纏
め
て
浄
書
し
た
も
の
が
増
運
自
筆
本
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
（
懐
紙
・
短
冊
→

自
筆
本
を
直
接
的
な
も
の
と
見
る
必
要
は
な
く
、
残
さ
れ
た
写
本
の
書
写
内
容
か
ら
は
、
そ
の
間
に
歌
序
を
整
え
る
な
ど
し
て
纏
め
ら
れ

た
歌
稿
が
存
し
た
と
す
る
方
が
わ
か
り
や
す
い
）
。
本
切
は
雅
親
真
筆
本
の
断
簡
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
内
容
は
品
経
和
歌
で
あ
る
。
残
さ
れ

た
康
正
元1455

年
次
の
も
の
と
は
挙
行
年
次
（
享
徳
三1454

年
）
も
極
め
て
近
く
、
同
じ
く
一
帖
に
纏
め
置
か
れ
て
い
る
方
が
自
然
で

あ
ろ
う
。
能
書
で
知
ら
れ
た
雅
親
は
両
催
し
と
も
に
詠
者
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
浄
書
本
の
筆
者
と
し
て
ま
こ
と
に
相
応
し
い
存
在
で

あ
る
。
以
上
を
勘
案
す
る
と
、
本
切
は
、
尚
氏
が
書
写
の
際
に
用
い
た
「
入
道
大
納
言
雅
親
卿
自
筆
」
本
そ
の
も
の
ゝ
断
簡
と
考
え
て
差
し

支
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
（
勿
論
、
複
数
の
雅
親
自
筆
本
が
存
在
す
る
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が

）
72
（

、
同
歌
会
の
浄
書
本
と
し
て
の
位
置

付
け
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
）
。
「
康
正
元
年
十
二
月
廿
九
日
日
野
政
光
十
三
回
忌
品
経
和
歌
」
を
自
筆
本
の
末
尾
に
位
置
す
る
も

の
と
す
れ
ば
、
本
切
の
書
写
年
次
も
そ
れ
に
近
し
い
時
期
の
も
の
と
な
ろ
う

）
73
（

。
室
町
中
期
の
書
写
で
古
筆
切
と
し
て
は
時
代
の
下
が
る
も

の
で
あ
る
が
、
書
写
伝
本
自
体
が
皆
無
の
歌
会
資
料
を
書
写
内
容
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
筆
者
や
書
写
年
代
を
特
定
で
き
る
浄
書
本

の
断
簡
と
し
て
貴
重
な
史
料
＝
資
料
と
な
る
一
葉
で
あ
ろ
う
。

〈
図
版
③
〉

　
　

あ
り
し
世
の
秋
の
か
け
ま
て
そ
ふ
も
の
を

　
　

雲
な
へ
た
て
そ
よ
ひ
の
ま
の
月
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詠
安
樂
行
品
和
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
道
賢

　
　
　

在
於
閑
處
修
攝
其
心

　
　

し
つ
か
な
る
み
や
ま
の
お
く
に
あ
り
ふ
れ
は

　
　

を
し
へ
ぬ
法
の
こ
ゝ
ろ
を
そ
つ
く

　
　
　

　〻

〻

　
　

の
こ
る
身
に
秋
を
ゝ
く
り
て
な
け
く
か
な

〈
参
考
図
版
〉

　
　

四
十
五
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　

右
大
臣

　
　

な
か
月
の
月
は
秋
な
き
霜
に
た
に

　
　

露
を
の
こ
し
て
虫
の
な
く
ら
ん

　
　
　

右　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
持
為

　
　

秋
は
い
ぬ
ね
を
な
く
虫
の
ふ
る
さ
と
ゝ

　
　

あ
ら
し
な
は
て
そ
野
風
山
か
せ

　
　
　

左
哥〻
い
ひ
お
ほ
せ
て
も
き
こ
え
す
や
右〻

○の初
五
文
字

　
　
　

不
庶
幾
様
に
侍
り
持
と
申
へ
く
や
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〈
注
〉

（
1
） 
書
誌
の
記
述
方
針
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
冰
靑
居
蔵
品
図
録
・
古
筆
切
編

―
私
撰
集
（
一
）

―
」
（
女
子
大
國
文
第
百
六
十
九
号
、
令
和

三2021

年
九
月
）
及
び
「
冰
靑
居
蔵
品
図
録
・
古
筆
切
編

―
歌
合
（
一
）

―
」
（
女
子
大
國
文
第
百
七
十
号
、
令
和
四2022

年
一
月
）
参
照
。

（
2
） 

九
畳
篆
に
て
「
拝
」
字
を
陽
刻
。
同
極
印
に
つ
い
て
は
、
中
村
健
太
郎
「
朝
倉
茂
入
の
極
印
」
（
若
木
書
法
五
、
平
成
十
八2006

年
三
月
）
参
照
。

（
3
） 

歌
番
号
・
和
歌
本
文
の
引
用
等
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
依
る
。

（
4
） 

小
林
強
・
高
城
弘
一
『
古
筆
切
研
究　

第
一
集
』
（
思
文
閣
出
版
、
平
成
十
二2000

年
四
月
）
三
三
「
伝
浄
弁
筆
建
保
名
所
百
首
二
人
本
四
半
切
」

（
小
林
強
解
説
）
及
び
村
上
翠
亭
・
高
城
弘
一
監
修
『
古
筆
鑑
定
必
携　

古
筆
切
と
極
札
』
（
淡
交
社
、
平
成
十
六2004

年
三
月
）
４
「
伝
浄
弁
筆
四
半

切
［
建
保
名
所
百
首
（
二
人
本
）
］
」
（
小
林
強
解
説
）
。
以
下
、
①
に
関
す
る
小
林
氏
の
所
説
は
両
書
に
依
り
、
前
者
を
「
初
論
」
、
後
者
を
「
再
論
」

と
呼
称
し
て
お
く
。

（
5
） 

田
中
登
編
『
平
成
新
修
古
筆
名
葉
集
』
第
五
集
・
五
七
「
浄
弁　

四
半
切
（
建
保
名
所
百
首
）
」
（
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
十
二2010

年
九
月
）
の
影

印
に
依
る
。
以
下
、
同
切
に
関
す
る
田
中
氏
の
所
説
は
同
書
「
解
説
」
に
依
る
。

（
6
） 

文
化
庁
「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
」
の
「
文
化
遺
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る
。

（
7
） 

稲
田
利
徳
『
和
歌
四
天
王
の
研
究
』
（
笠
間
叢
書

329
、
笠
間
書
院
、
平
成
十
一1999

年
二
月
）
第
六
章
「
和
歌
四
天
王
の
自
筆
懐
紙
・
短
冊
・
書
状

集
成
」
第
一
節
「
浄
弁
の
自
筆
懐
紙
・
短
冊
集
成
」
参
照
。
以
下
、
稲
田
氏
の
浄
弁
筆
跡
に
関
す
る
論
述
は
す
べ
て
同
書
に
依
る
。

（
8
） 

字
体
を
再
現
で
き
な
い
の
で
、
書
体
を
変
え
て
表
記
し
て
お
い
た
が
、
稲
田
氏
著
書
で
は
お
そ
ら
く
作
字
し
た
も
の
を
使
用
し
て
お
ら
れ
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
図
版
①
二
・
四
行
目
や
図
版
②
四
・
六
行
目
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
左
側
の
反
し
の
部
分
に
極
め
て
特
徴
的
な
筆
の
動
き
が

存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
を
強
く
急
に
反か

え

す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
こ
に
一
端
結
び
＝
止
め
の
よ
う
な
筆
の
動
き
が
生
じ
て
か
ら
次
の
線
へ
と
続
く
の
で
、

独
特
の
ひ
ね
り
を
加
え
た
よ
う
な
印
象
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
特
徴
的
な
書
体
と
な
っ
て
い
る
。

（
9
） 

淨
辨
本
『
後
撰
集
』
『
拾
遺
集
』
（
尊
經
閣
叢
刊
丙
子
歳
配
本
、
育
德
財
團
、
昭
和
十
一1936

年
八
月
、
限
定
部
數
三
百
之
内
第
一
五
一
號
）
に
依
る
。

『
後
撰
集
』
は
奥
書
に
よ
り
、
浄
弁
が
嘉
暦
二1327

年
四
月
に
書
写
し
、
こ
れ
を
元
徳
二1330

年
七
月
に
運
尋
に
伝
授
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。



92

『
拾
遺
集
』
も
奥
書
に
よ
り
、
浄
弁
が
嘉
暦
二
年
五
月
に
書
写
し
た
も
の
を
、
正
慶
二1333

年
一
月
に
同
じ
く
運
尋
に
傳
授
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
、
「
嘉
暦
二
年
五
月
三
日
申
出
師
之
御
本
於
／
河
東
霊
山
藤
本
庵
拭
七
十
有
餘
老
眼
終
／
数
十
ヶ
日
書
功
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
嘉
暦
二

年
当
時
、
浄
弁
が
七
十
歳
を
過
ぎ
た
老
齢
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
両
本
と
も
鎌
倉
最
末
期
に
書
写
さ
れ
た
浄
弁
真
筆
本
で
あ
り
、
正
確
な
書
写

年
次
を
特
定
で
き
る
筆
跡
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

（
10
） 

財
団
法
人
前
田
育
德
会
図
録
『
国
宝　

宝
積
経
要
品　

高
野
山
金
剛
三
昧
院
奉
納
和
歌
短
冊
』
（
菊
池
紳
一
解
題
、
勉
誠
社
、
平
成
二
十
三2011

年
三
月
）
。

（
11
） 「
め
（
女
）
」
に
関
し
て
は
、
「
ふ
（
不
）
」
ほ
ど
明
瞭
な
特
徴
と
は
言
え
な
い
が
、
「
く
ノ
一
」
の
入
り
の
「
く
」
（
第
一
画
）
の
部
分
が
細
く
書
か
れ
、

他
の
線
と
は
あ
ま
り
交
差
せ
ず
、｢

ノ｣

（
第
二
画
）
の
反
し
か
ら
の｢

一｣

（
第
三
画
）
の
線
上
に
わ
ず
か
に
接
す
る
と
こ
ろ
で
と
ゞ
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
比
較
的
太
く
書
か
れ
る｢

ノ｣

の
線
質
と
の
対
比
が
印
象
的
で
あ
り
、
癖
字
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
ゝ
浄
弁
独
自
の
個
性
を
認
め
て

も
よ
い
（
少
な
く
と
も
一
度
目
に
つ
い
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
に
目
が
止
ま
る
程
度
に
は
個
性
的
で
あ
る
）
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
12
） 

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
十
六
巻
「
新
撰
朗
詠
集　

私
撰
集
」
（
講
談
社
、
平
成
二1990

年
六
月
）
。

（
13
） 

久
曽
神
昇
編
『
私
撰
集
断
簡
集
成
』
（
汲
古
書
院
、
平
成
十
一1999

年
十
一
月
）
。

（
14
） 

断
簡
⑤
（
図
版
②
）
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
一
見
な
ぞ
り
書
き
か
と
見
え
る
部
分
は
、
筆
を
反
し
た
り
止
め
た
り
し
た
折
、
上
部
に
溜
ま
っ
て
い
た

墨
が
降
り
て
き
た
ゝ
め
に
生
じ
た
一
種
の
墨
溜
ま
り
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
運
筆
の
有
り
様
か
ら
も
筆
者
の
老
齢
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、

こ
ゝ
に
見
ら
れ
る
訂
正
書
入
の
様
態
か
ら
も
、
当
該
切
の
元
と
な
っ
た
写
本
は
草
稿
段
階
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
当
該
切
は
そ
の
転

写
本
で
は
な
く
原
本
の
断
簡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
） 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
（
代
表
佐
竹
昭
広
）
編
・
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
三
十
九
『
内
裏
名
所
百
首　

曼
殊
院
蔵
』
（
赤
瀬
知
子

解
説
、
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
八1983

年
四
月
）
所
収
の
影
印
に
依
る
。

（
16
） 『
内
裏
名
所
百
首
』
伝
本
中
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
五
〇
二
・
一
四
）
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
一
五
一
・
四
一
二
）
本
・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

（
二
〇
一
・
三
一
三
）
本
・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
（
二
〇
一
・
三
一
二
）
本
・
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
（
中
世
11
・
16

－

３
）
本
・
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
黒
川
文
庫
本
（
Ｇ
二
三
八
・
一
―
一
）
・
島
原
図
書
館
蔵
松
平
文
庫
本
（
一
三
九
・
五
二
）
・
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
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館
蔵
岡
谷
文
庫
本
（

911
／
14
／

D
／
岡
谷
文
庫

－

715
、
宝
暦
七1757

年
五
月
写
）
・
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
無
刊
記
本
（
20
箱
・

388
）
・
東
奥
義
塾
高
等

学
校
奥
文
庫
蔵
本
・
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本
（
伊

911
・
2
・
8
・
25
）
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
Ｄ
23
）
・
東
京
大
学

文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
『
題
林
愚
抄
』
（
中
世
11
・
16
―
10
）
は
、
す
べ
て
国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
公
開
さ

れ
る
画
像
に
依
る
。

（
17
） 

塙
保
己
一
編
纂
『
群
書
類
從
』
第
十
一
輯
・
和
歌
部
（
續
群
書
類
從
完
成
會
、
昭
和
四1929

年
八
月
初
版
、
昭
和
三
十
四1959

年
十
一
月
訂
正
三

版
）
所
収
の
翻
刻
本
文
に
依
る
。

（
18
） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る
（
へ0408196

、
書
写
年
等
不
明
）
。
上
・
中
の
み
で
下
を
欠
く
。

（
19
） 

森
本
元
子
・
田
村
柳
壹
編
『
内
裏
名
所
百
首
』
（
古
典
文
庫
第
四
九
六
冊
、
昭
和
六
十
三1988

年
二
月
）
所
収
の
翻
刻
及
び
古
典
文
庫
四
九
六
別
冊

（
文
亀
三
年
写
本
複
製
）
『
内
裏
名
所
百
首
〈
建
保
三
年
十
月
廿
四
日
〉
』
（
古
典
文
庫
、
昭
和
六
十
三1988

年
三
月
）
所
収
の
影
印
に
依
る
。
な
お
、

『
内
裏
名
所
百
首
』
の
伝
本
分
類
等
に
つ
い
て
は
、
上
記
『
内
裏
名
所
百
首
』
所
載
の
田
村
柳
壹
「
建
保
三
年
内
裏
名
所
百
首
考

―
解
説
に
代
え
て

―
」
及
び
そ
れ
を
ほ
ゞ
再
録
し
た
田
村
柳
壹
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』
（
笠
間
叢
書

317
、
笠
間
書
院
、
平
成
十1998

年
十
一
月
）
Ⅴ
「
中
世
の

百
首
歌
」
一
「
建
保
三
年
内
裏
名
所
百
首
考
―
成
立
・
作
者
・
歌
題
・
伝
本
な
ど
の
基
礎
的
諸
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―
」
・
二
「
「
内
裏
名
所
百
首
」
三

人
本
の
特
有
歌
管
見
」
に
依
っ
た
。

（
20
） 

長
谷
寺
豊
山
文
庫
蔵
本
・
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本
の
二
本
は
、
『
内
裏
名
所
百
首
』
（
前
掲
注
〔
19
〕
）
「
校
異
」
に
依
る
。

（
21
） 

兼
築
信
行
「
富
岡
美
術
館
蔵
『
音
羽
河
』

―
建
保
三
年
内
裏
名
所
百
首
三
人
本

―
」
（
国
文
学
研
究
第
九
十
六
集
、
昭
和
六
十
三1988

年
十
月
）

所
載
の
翻
刻
に
依
る
。

（
22
） 

架
蔵
本
は
、
表
紙
は
紹
紦
織
東
山
緞
子
風
に
花
付
唐
草
紋
に
鳳
凰
を
配
し
た
唐
紙
。
外
題
「
□

（

建
保
名
）

□
□
所
和
謌
三
百
首
」
（
左
上
白
紙
題
簽
に
墨
書
、

一
八
・
〇
×
三
・
七
㎝
〔
上
部
と
左
辺
は
剥
が
れ
て
失
わ
れ
て
お
り
、
貼
り
跡
を
測
定
〕
）
、
内
題
「
名
所
百
首　

建
保
三
十
月
廿
四
日
」
。
内
題
「
建

保
」
左
に
「
佐
山
文
庫
（
朱
印
）
」
の
長
方
印
、
内
題
下
に
「
佐
山
重
致
（
朱
印
）
」
の
正
方
印
、
「
佐
伯
斉
義
蔵
書
（
朱
印
）
」
の
長
方
印
、
「
雲
庵
蔵

書
（
朱
印
）
」
の
角
印
（
白
文
）
を
押
す
。
佐
山
重
致
（
生
没
年
未
詳
、
江
戸
後
期
の
人
）
の
旧
蔵
書
。
楮
紙
、
二
六
・
七
×
一
九
・
八
㎝
の
四
半
形
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袋
綴
装
一
冊
で
、
全
体
に
虫
損
が
見
ら
れ
る
。
和
歌
一
行
書
一
面
十
五
行
。
見
返
し
は
本
文
共
紙
で
遊
紙
ナ
シ
、
墨
付
一
五
丁
（
裏
見
返
し
に
識
を

記
す
）
。
一
五
丁
ウ
ラ
テ
に
、

 

　
　

元
禄
四
辛
未
歳
仲
冬
九
日
写
卆

 

と
書
写
奥
書
が
あ
り
、
元
禄
四1691

年
十
一
月
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
知
れ
る
。
裏
見
返
し
に
、

 

　
　

日
野
亜
相
輝
光
卿
之
芳
蹟
也

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
老
父

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
染
庵
主

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

碩
老（

？

）

筆
誌
〔
光

（
？
）
盡
居
璽
（
朱
角
印
・
白
文
）
〕

 

と
識
語
を
記
す
。
日
野
輝
光
は
寛
文
十1670

年
二
月
二
十
一
日
～
享
保
二1717

年
正
月
五
日
没
、
四
十
八
歳
。
従
二
位
権
中
納
言
日
野
資
茂
男
。

元
禄
十
六1703

年
任
参
議
兼
右
中
弁
、
宝
永
二1705

年
任
権
中
納
言
、
宝
永
八1711

年
叙
従
二
位
、
正
徳
五1715

年
任
権
大
納
言
、
翌
六
年

父
と
同
じ
く
賀
茂
伝
奏
と
な
る
。
自
筆
詠
草
や
署
名
入
短
冊
が
残
る
が
、
書
写
態
度
の
違
い
か
ら
比
較
対
象
と
し
て
は
不
適
当
と
思
わ
れ
る
。
ほ
か

に
筆
写
本
も
い
く
つ
か
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
同
筆
と
見
做
せ
な
く
も
な
い
。
「
不
染
庵
主
」
は
、
江
戸
浅
草
吉
祥
院
住
職
で
江
戸
後

期
の
俳
人
で
あ
っ
た
不
染
（
慶
応
四1868

年
五
月
四
日
没
）
で
あ
ろ
う
か
。
順
徳
院
「
三
津
浜
」
題
詠
は
、
架
蔵
本
で
も
「
御
津
濱
松
摂
津
」
題
で

「
た
れ
し
か
も
思
ひ
出
ら
ん
大
伴
の
み
つ
の
は
ま
松
浪
の
う
へ
と
は
」
と
、
三
人
本
に
広
く
見
ら
れ
る
三
人
本
特
有
歌
を
採
っ
て
い
る
。

（
23
） 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
（
代
表
佐
竹
昭
広
）
編
・
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
三
十
五
『
内
裏
名
所
百
首
注　

疎
竹
文
庫
蔵
』
（
赤
瀬

知
子
解
説
、
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
七1982

年
十
一
月
）
所
収
の
影
印
に
依
る
。

（
24
） 

京
都
大
学
「
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る
（
４

－

23
／
メ
／
１
、
刊
記
「
享
保
／
皇
都
書
林　

河
南

四
郎
右
衛
門
梓
行
」
）
。

（
25
） 

館
蔵
史
料
編
集
会
（
代
表
虎
尾
俊
哉
）
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
』
文
学
篇
第
七
巻
「
私
家
集
」
一
（
臨
川
書
店
、
平
成

十
三2001

年
三
月
）
所
収
の
影
印
に
依
る
。
同
本
の
書
誌
等
に
つ
い
て
は
同
第
八
巻
「
私
家
集
」
二
（
臨
川
書
店
、
平
成
十
三2001

年
五
月
）
に
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中
村
文
に
よ
る
綿
密
な
「
解
題
」
が
あ
り
、
示
唆
に
富
む
。
同
本
に
つ
い
て
は
、
『
伏
見
殿
家
集
目
録
』
に
「
家
隆
卿
―
玉
吟
五
帖
、
」
と
あ
る
記
述
か

ら
、
こ
の
歴
博
本
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
小
川
剛
生
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
―
撰
歌
と
歌
人
社
会
―
』
〔
塙
書
房
、
平
成
二
十
九2017

年

五
月
〕
第
三
部
「
私
家
集
の
蒐
集
と
伝
来
」
第
九
章
「
伏
見
院
の
私
家
集
蒐
集
」
四
「
現
存
私
家
集
の
伝
本
と
伏
見
院
本
（
１
）

―
伏
見
殿
家
集

目
録
に
よ
る
遡
源
」
参
照
）
。
な
お
、
伏
見
宮
本
の
伝
来
に
関
し
て
は
、
酒
井
茂
幸
『
禁
裏
本
歌
書
の
蔵
書
史
的
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
平
成

二
十
一2009
年
十
一
月
）
第
一
章
「
両
統
迭
立
期
の
禁
裏
文
庫
と
伏
見
宮
本
の
成
立
」
に
詳
し
い
。

（
26
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る
（

503

－

256
）
。
同
本
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
が
禁
裏
文
庫
で

「
資
経
筆
本
」
と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
そ
の
筆
跡
や
書
式
か
ら
も
資
経
本
と
考
え
ら
れ
、
「
永
仁
年
間
の
書
写
」
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
小
川
剛
生
前
掲
書
〔
注
（
25
）
〕
第
三
部
第
九
章
六
「
伏
見
宮
本
と
資
経
本
」
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、
「
伏
見
院
と
為
世
と
は
時
を
同

じ
く
し
て
玉
吟
集
を
書
写
し
た
」
（
資
経
に
書
写
さ
せ
た
）
わ
け
で
あ
り
、
二
条
家
側
に
も
相
応
の
家
隆
家
集
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
同

本
よ
り
切
り
出
さ
れ
た
古
筆
切
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
稿
者
の
手
元
に
も
伝
藤
原
為
氏
筆
四
半
切
一
葉
（
六
代
古
筆
了
音
極
〔
宝
永
二1705

年
五
月
〕
、
斐
紙
、
二
一
・
九
×
一
四
・
八
㎝
、
壬
二
集
一
四
五
三
下
句
～
一
四
五
七
）
が
存
す
る
（
本
稿
続
編
に
収
載
予
定
）
。

（
27
） 

久
保
田
淳
編
著
『
藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研
究
』
（
三
弥
井
書
店
、
昭
和
四
十
三1968

年
七
月
）
、
久
保
田
淳
『
玉
吟
集
』
（
和
歌
文
学
大
系
62
、
明
治

書
院
、
平
成
三
十2018

年
一
月
）
。
以
下
、
伝
本
分
類
等
に
つ
い
て
は
両
書
に
依
っ
た
。

（
28
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る
（
11
・
12
│
７
）
。

（
29
） 「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻
私
家
集
編
Ⅰ
・
歌
集
（
角
川
書
店
、
昭
和
六
十
年
五
月
）

132
「
壬
二
集
（
家
隆
）
」
（
有

吉
保
・
斎
藤
彰
解
題
）
。
校
訂
本
文
で
あ
り
、
厳
密
な
校
異
に
用
い
る
に
は
不
適
切
で
あ
る
が
、
参
考
と
し
て
掲
げ
た
。

（
30
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
八
巻
『
拾
遺
愚
草　

上
中
』
（
久
保
田
淳
解
題
、
朝
日
新
聞
社
、
平
成
五1993

年
十
月
）
所
収
の
影
印
に
依
る
。

（
31
） 

和
歌
史
研
究
会
編
『
私
家
集
大
成
』
第
４
巻
「
中
世
Ⅱ
」
３
「
定
家
（
拾
遺
愚
草
）
」
（
明
治
書
院
、
昭
和
五
十1975

年
十
一
月
初
版
、
引
用
は
三
版

〔
昭
和
五
十
八1983

年
十
一
月
〕
）
所
収
本
文
（
赤
羽
淑
解
題
）
に
依
る
。

（
32
） 『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻

132
「
壬
二
集
（
家
隆
）
」
（
前
掲
注
〔
29
〕
）
「
解
題
」
及
び
『
藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研
究
』
（
前
掲
注
〔
27
〕
）
研
究
篇
「
家
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隆
家
集
の
諸
本
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
」
所
載
の
翻
刻
に
依
る
。

（
33
） 
武
井
和
人
『
中
世
古
典
学
の
書
誌
的
研
究
』
（
勉
誠
社
出
版
、
平
成
十
一1999

年
一
月
）
第
一
章
「
一
条
家
古
典
学
」
第
二
節
「
一
条
家
関
係
者
の

記
し
た
奥
書
・
識
語
・
注
記
を
持
つ
古
典
籍
に
つ
い
て
」
参
照
。
な
お
、
陽
明
文
庫
蔵
『
袋
草
紙
』
奥
書
に
「
嘉
吉
第
二
載
南
呂
十
五
日
、
以
覚
空

僧
都
本
、
謄
之
畢
。
／
歌
林
樗
散
藤
原
朝
臣
易
直
」
（
久
曽
神
昇
・
日
比
野
浩
信
編
著
『
陽
明
文
庫
本
袋
草
紙
と
研
究
』
〔
未
刊
国
文
資
料
第
四
期
第

十
七
冊
、
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
平
成
十
五2003

年
四
月
〕
所
収
の
翻
刻
に
依
る
）
と
見
え
る
「
歌
林
樗
散
藤
原
朝
臣
易
直
」
も
同
様
に
兼
良
の

雅
号
で
あ
ろ
う
が
、
も
は
や
「
変
名
」
と
言
っ
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
34
） 

小
川
剛
生
前
掲
書
（
注
25
）
前
掲
箇
所
注
（
25
）
参
照
。

（
35
） 

久
保
田
淳
前
掲
書
（
注
32
）
所
載
の
翻
刻
に
依
る
。

（
36
） 

家
隆
家
集
に
関
し
て
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
私
所
持
和
歌
草
子
目
録
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
四
十
巻
『
中
世
歌
学
集　

書
目
集
』
〔
朝
日

新
聞
社
、
平
成
七1995

年
四
月
〕
所
収
の
影
印
〔
赤
瀬
信
吾
解
題
〕
に
依
る
）
「
一
家
集
」
条
に
は
「
諸
家
集
百
餘
家
有
之
」
と
あ
る
の
み
で
、
そ
の

一
々
を
記
さ
な
い
。
他
の
書
目
集
（
前
掲
書
所
収
の
影
印
に
依
る
）
に
も
そ
の
存
在
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
信
頼
に
足
る
古
写
本
が
冷
泉
家
に
現
蔵

さ
れ
て
い
な
い
（
少
な
く
と
も
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
）
こ
と
か
ら
推
し
て
、
お
そ
ら
く
は
所
持
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
（
冷
泉
家
の
周
縁
に
有
力
な
筆
書
者
を
も
つ
増
補
本
〔
広
本
〕
系
伝
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
信
用
に
足
る
証
本

と
は
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
）
。
当
該
切
の
筆
者
を
浄
弁
と
仮
定
す
る
と
、
二
条
家
側
に
つ
い
て
も
、
利
用
で
き
た
家
集
は
前
掲
〔
注

（
26
）
〕
の
資
経
本
か
そ
れ
を
転
写
し
た
古
本
系
の
伝
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
尤
も
、
古
本
系
自
体
が
そ
の
成
立
当
初
か
ら
本
文
に
問
題
を
有

し
て
い
た
こ
と
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
の
奥
書
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
を
源
流
と
し
た
家
隆
家
集
は
そ
の
伝
来
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
て
も
良
質
な
本
文
を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

（
37
） 

五
島
美
術
館
展
覧
会
図
録
№

107
『
特
別
展
「
定
家
様
」
』
（
昭
和
六
十
二1987
年
二
月
二
十
一
日
～
三
月
二
十
九
日
開
催
図
版
）
50
―
１
・
２
。

（
38
） 

吉
田
幸
一
「
幻
の
定
家
本

―
建
保
三
年
内
裏
名
所
三
百
首

―
」
（
文
学
論
藻
第
五
十
号
、
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
29
集
・
国
文
学
篇
、
昭
和

五
十1975

年
十
二
月
）
。
雑
誌
表
紙
裏
に
「
定
家
自
筆
「
建
保
三
年
内
裏
名
所
三
百
首
」
（
吉
田
論
文
参
照
）
」
と
し
て
、
上
記
目
録
の
写
真
を
転
載
。



冰
青
居
蔵
品
図
録
（
古
筆
切
編
）

97

（
39
） 

富
岡
美
術
館
蔵
本
を
底
本
（
番
号
は
前
掲
注
〔
19
〕
の
翻
刻
に
付
さ
れ
た
も
の
）
と
し
て
異
同
を
記
し
て
お
く
と
（
前
掲
注
〔
34
〕
所
載
の
翻
刻
及

び
図
版
参
照
）
、

 

　

129
き
よ
み
か
た
―
浄
見
み
か
た

 

　

130
み
と
り
な
る
―
み
と
り
な
き

 

　

134
秋
を

や
く
―
秋
を
や
く

 

　

135
を
ふ
ら
む
―
お
ほ
ら
む

 

　

135
こ

か
れ
し
―
こ
か
れ
し

 

　

138
と
ひ
く
る
―
と
ひ
け
る

 

と
な
る
。

141
翻
刻
「
月
ハ
」
は
図
版
で
は
「
月
に
」
な
の
で
除
く
。

（
40
） 

久
松
潜
一
編
校
『
歌
論
集
一
』
（
中
世
の
文
学
、
三
弥
井
書
店
、
昭
和
四
十
六1971

年
二
月
）
「
衣
笠
内
府
歌
難
詞
」
（
久
保
田
淳
校
注
）
所
収
の
翻

刻
に
依
る
。

（
41
） 

例
え
ば
、
伝
宗
祇
筆
四
半
切
（
定
家
家
隆
両
卿
撰
歌
合
付
注
本
）
に
見
ら
れ
る
同
撰
歌
合
へ
の
加
注
な
ど
も
、
室
町
期
に
お
け
る
双
肩
す
る
両
者
へ

の
関
心
の
あ
り
様
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
架
蔵
切
と
し
て
四
十
八
番
左
注
文
途
中
～
右
注
文
を
書
写
内
容
と
す
る
一
葉
（
十
三
代
了
信

極
〔
昭
和
二
十
七1952

年
五
月
〕
、
軸
装
〔
大
和
装
・
一
文
字
風
帯
・
台
紙
貼
〕
、
楮
紙
、
一
九
・
一
×
一
四
・
二
㎝
、
和
歌
一
行
書
一
面
八
行
）
が

あ
る
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
稿
続
編
に
収
載
予
定
）
。

（
42
） 

後
述
す
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
本
切
が
そ
こ
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
写
本
（
散
佚
）
が
「
一
帖
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の

左
証
と
な
ろ
う
。

（
43
） 

高
橋
順
次
郎
・
常
盤
太
定
・
福
井
久
蔵
・
佐
佐
木
信
綱
編
（
東
方
出
版
、
昭
和
九1934

年
八
月
初
版
、
昭
和
五
十
三1978

年
九
月
復
刻
第
一
版
）
。

（
44
） 

釈
教
歌
詠
全
集
第
四
巻
「
凡
例
」
に
は
「
品
經
和
歌
の
如
き
も
各
地
の
圖
書
館
に
就
き
て
謄
冩
蒐
集
に
力
を
盡
し
た
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
底
本

は
提
示
さ
れ
な
い
。
『
國
書
總
目
録
』
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
な
ど
に
も
該
当
す
る
写
本
類
は
掲
載
さ
れ
ず
（
活
字
本
と
し
て
本
書
を
掲
げ
る
）
、
井
上
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宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
前
期
』
（
風
間
書
房
、
昭
和
五
十
九1984

年
六
月
改
訂
版
）
も
釈
教
歌
詠
全
集
を
掲
げ
る
の
み
で
あ
る
。
本
書
編
纂

当
時
ま
で
は
何
処
か
の
図
書
館
な
ど
に
写
本
と
し
て
存
し
て
い
た
も
の
が
、
そ
の
後
戦
災
等
に
よ
り
佚
亡
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
45
） 
増
補
続
史
料
大
成
刊
行
会
編
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
十
二
（
増
補
続
史
料
大
成
37
、
臨
川
書
店
、
平
成
十
三2001

年
七
月
〈
普
及
版
〉
）
所
収
の

翻
刻
に
依
る
。

（
46
） 『
師
郷
記
』
嘉
吉
元
年
九
月
十
日
条
（
藤
井
貞
文
・
小
林
花
子
校
訂
『
師
郷
記
』
第
三
〔
史
料
纂
集
77
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
六
十
一1986

年
七
月
〕
所
収
の
翻
刻
〔
以
下
、
師
郷
記
第
三
所
収
本
文
は
す
べ
て
同
書
〕
に
依
る
）
に
は
「
後
聞
、
今
日
播
州
赤
松
城
木
山
／
城
被
攻
破
、
赤
松

入（
滿
祐
）
道
自
害
、
於
彼
首
者
山
名
兵（

持

豊

）

部
少
輔
伯
耆
／
守
護
手
者
取
之
、
彦（
赤
松
教
康
）

次
郎
・
左（
赤
松
則
繁
）

馬
助
等
自
害
歟
、
但
人
不
知
之
云
〻
、
伊
予
守
滿

（
義
）
雅
降
參
云
〻
、
彼
被

官
人
等
降
參
濟
〻
、
云
〻
」
と
の
伝
聞
が
後
付
で
記
さ
れ
て
お
り
、
混
乱
・
遅
延
し
た
赤
松
討
伐
が
漸
く
終
結
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
47
） 

増
補
「
史
料
大
成
」
刊
行
会
『
康
富
記
』
一
（
臨
川
書
店
、
昭
和
四
十1965

年
六
月
）
所
収
の
翻
刻
（
以
下
、
康
富
記
一
所
収
本
文
は
す
べ
て
同
書
）

に
依
る
。

（
48
） 

竹
内
理
三
編
『
増
補　

續
史
料
大
成
』
第
十
巻
「
建
治
三
年
記
・
永
仁
三
年
記
・
斎
藤
基
恒
日
記
・
斎
藤
親
基
日
記
・
親
元
日
記
一
」
（
臨
川
書
店
、

昭
和
五
十
三1978

年
十
二
月
）
所
収
の
翻
刻
に
依
る
。

（
49
） 

こ
の
時
の
政
務
停
止
に
つ
い
て
は
、
『
建
内
記
』
嘉
吉
二
年
四
月
廿
九
日
条
（
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
纂
・
大
日
本
古
記
録
『
建
内
記　

五
』
〔
岩

波
書
店
、
昭
和
四
十
七1972

年
三
月
〕
所
収
の
翻
刻
〔
以
下
、
建
内
記
五
所
収
本
文
は
す
べ
て
同
書
〕
に
依
る
）
に
「
去
月
捧
寺
訴
五
師
等
爲
使
節

參
洛
、
属
武
家
奉
行
飯
尾
加
賀
入
道
眞
妙
申
管
領
之
処
、
管
領
上
表
之
時
分
也
、
大
少
公
事
不
可
及
披
露
之
由
、
有
命
之
由
、
奉
行
返
答
、
空
歸
寺

了
」
と
あ
り
、
二
月
の
上
表
に
係
わ
る
政
務
停
止
の
折
の
事
柄
と
考
え
ら
れ
る
。

（
50
） 『
建
内
記
』
嘉
吉
二
年
四
月
八
日
条
「
補
書
」
に
は
「
八
日
返
答
云
、
可
申
付
之
処
、
止
其
沙
汰
云
〻
、
管
領
上
表
治
定
哉
、
諸
人
愁
吟
察
存
者
也
」

と
見
え
、
同
廿
九
日
条
に
は
「
興
福
寺
〻
官
五
師
五
人
皆
參
、
各
裳
／
付
衣
・
五
帖
袈
裟
、
參
洛
、
今
朝
捧學
侶
・
衆
徒
事
書
、
可
列
參
管
領
、
細
川
右
京
大
／
夫
持
之
朝

臣
、
直
可
來
此
亭
、
可
得
其
意
之
由
」
云
々
と
い
っ
た
記
事
が
見
出
せ
る
。

（
51
） 『
康
富
記
』
嘉
吉
二
年
六
月
廿
九
日
条
に
は
「
是
日
畠
山
左
衛
門
督
入
道
被
申
出
仕
者
也
、
管
領
職
事
、
細
川
京
兆
辭
退
之
後
被
仰
此
禪
門
、
且
被
領
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掌
申
、
於
沙
汰
者
、
八
月
可
被
始
行
之
、
今
日
者
先
違
例
本
復
以
後
初
而
出
仕
也
云
々
」
と
あ
り
、
病
の
回
復
を
待
っ
て
引
継
を
行
う
予
定
で
あ
っ

た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
持
国
の
出
仕
始
に
つ
い
て
は
、
同
八
月
廿
二
日
条
に
詳
し
い
。

（
52
） 
和
歌
史
研
究
会
編
『
私
家
集
大
成
』
第
６
巻
「
中
世
Ⅳ
」
16
「
雅
親
Ⅳ
（
続
亜
槐
集
）
」
（
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
一1976

年
五
月
初
版
、
同

五
十
九1984

年
一
月
３
版
に
依
る
）
所
収
本
文
（
底
本
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〔
五
〇
〇
・
一
七
二
〕
、
神
作
光
一
本
文
作
成
、
佐
藤
恒
雄
解
題
）
に
依
る
。

（
53
） 

和
歌
史
研
究
会
編
『
私
家
集
大
成
』
第
５
巻
「
中
世
Ⅲ
」
50
「
正
徹
Ⅳ
（
草
根
集
）
」
（
明
治
書
院
、
昭
和
四
十
九1974

年
十
一
月
初
版
、
同

五
十
八1983
年
十
一
月
３
版
に
依
る
）
所
収
本
文
（
底
本
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
〔
五
一
〇
・
二
八
〕
、
荒
木
尚
・
井
上
宗
雄
・
片
山
享
・
国
枝
利

久
・
島
津
忠
夫
・
福
田
秀
一
本
文
作
成
、
田
中
新
一
解
題
）
に
依
る
。

（
54
） 

坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
（
下
）
』
（
岩
波
文
庫
・
青
三
〇
四
―
三
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
二1967

年
十
二
月
第
１
刷
、
平
成
六1994

年

六
月
改
版
第
36
刷
）
所
収
本
文
に
依
る
。

（
55
） 

香
川
県
歴
史
博
物
館
蔵
『
寛
正
四
年
三
月
廿
七
日
賦
何
船
連
歌
』
（
細
川
勝
元
張
行
）
に
参
加
が
認
め
ら
れ
、
六
句
を
詠
ん
で
い
る
（
鶴
崎
裕
雄
「
寛

正
四
年
三
月
廿
七
日
賦
何
船
連
歌
と
管
領
細
川
勝
元
」
〔
中
世
文
学
50
号
、
平
成
十
七2005

年
六
月
〕
参
照
）
。
智
安
に
関
し
て
は
、
小
川
信
『
山
名

宗
全
と
細
川
勝
元
』
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
五2013

年
十
一
月
）
「
分
国
の
情
勢
」
・
「
名
主
百
姓
の
安
富
排
斥
運
動
」
、
同
『
足
利
一
門
守
護
発

展
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
五1980
年
二
月
）
第
一
編
「
足
利
一
門
守
護
細
川
氏
の
成
立
・
発
展
」
第
二
節
「
世
襲
分
国
の
確
立
」

一
「
京
兆
家
の
世
襲
分
国
」
に
詳
し
い
。
安
富
氏
に
つ
い
て
は
、
横
尾
国
和
「
細
川
氏
内
衆
安
富
氏
の
動
向
と
性
格
」
（
国
史
学
第

118
号
、
昭
和

五
十
七1982

年
十
一
月
）
、
古
野
貢
『
中
世
後
期
細
川
氏
の
権
力
構
造
』
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十2008

年
十
二
月
）
第
三
章
「
「
前
期
幕
府
―

守
護
体
制
」
と
細
川
氏
権
力
」
三
「
細
川
内
衆
の
特
質
と
展
開
」
参
照
。

（
56
） 

和
歌
史
研
究
会
編
『
私
家
集
大
成
』
第
５
巻
「
中
世
Ⅲ
」
41
「
尭
孝
Ⅱ
（
尭
孝
法
印
日
記
）
」
（
前
掲
注
〔
53
〕
）
所
収
本
文
（
底
本
群
書
類
従
本
、
稲

田
利
徳
解
題
）
に
依
る
（
以
下
、
「
尭
孝
日
記
」
と
略
記
し
、
煩
を
避
け
て
一
々
の
歌
番
号
等
は
省
略
す
る
）
。

（
57
） 『
教
王
護
国
寺
文
書
』
長
禄
元
年
十
二
月
十
九
日
付
奉
書
の
差
出
人
（
勝
元
奉
行
人
）
と
し
て
見
え
る
（
古
野
貢
「
室
町
幕
府
―
守
護
体
制
下
の
分
国

支
配
構
造　

―
細
川
京
兆
家
分
国
丹
波
国
を
事
例
に
―
」
〔
市
大
日
本
史
12
号
、
平
成
二
十
一2009

年
五
月
〕
に
依
る
）
。
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（
58
） 「
寛
正
四1463

年
三
月
廿
七
日
賦
何
船
連
歌
」
（
前
掲
注
〔
55
〕
）
に
参
加
が
認
め
ら
れ
、
五
句
を
詠
ん
で
い
る
。
ほ
か
に
も
「
寛
正
四
年
六
月

二
十
三
日
唐
何
百
韻
」
（
発
句
道
賢
、
八
句
）
・
「
寛
正
五
年
十
二
月
九
日
何
路
百
韻
」
（
発
句
勝
元
、
十
一
句
）
・
「
寛
正
六
年
十
二
月
十
四
日
何
舟
百

韻
」
（
発
句
勝
元
、
四
句
）
・
文
正
元1466

年
三
月
以
前
「
熊
野
法
楽
千
句
」
（
安
富
民
部
丞
盛
長
興
行
、
六
句
）
・
文
正
元
年
夏
以
前
「
初
何
百
韻
」

（
発
句
勝
元
、
六
句
）
に
参
加
が
認
め
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
に
勝
元
も
同
座
し
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
た
参
加
で
あ
ろ
う
（
斎
藤
義
光
「
連
歌
師

専
順
年
譜
」
〔
大
妻
国
文
17
号
、
昭
和
六
十
一1986

年
三
月
〕
、
伊
藤
伸
江
「
『
「
撫
子
の
」
百
韻
の
考
察
（
一
）
』
」
〔
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研

究
所
年
報
６
号
、
平
成
二
十
五2013

年
三
月
〕
参
照
）
。

（
59
） 『
蔭
凉
軒
日
録
』
明
応
二
年
四
月
八
日
条
（
竹
内
理
三
編
『
増
補
史
料
大
成
』
第
二
十
五
巻
「
蔭
涼
軒
日
録
五
」
〔
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
三1978

年

九
月
初
版
、
平
成
十
三2001
年
六
月
第
六
刷
〕
所
収
の
翻
刻
に
依
る
）
に
は
、
安
富
元
家
の
子
息
に
亀
泉
が
「
宗
紀
」
と
い
う
法
名
を
与
え
た
際
の

記
事
に
、
「
予
先
書
安
名
。
々
々
宗
紀
也
。
安
富
者
紀
氏
也
、
故
爲
名
三
歳
也
云
々
」
と
あ
り
、
安
富
氏
の
本
姓
が
紀
氏
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

こ
の
左
衛
門
尉
紀
元
盛
も
同
じ
く
安
富
氏
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
馬
部
隆
弘
『
戦
国
期
細
川
権
力
の
研
究
』
〔
吉
川
弘
文
館
、
平
成

三
十2018

年
十
月
〕
第
一
部
「
細
川
権
力
の
基
本
構
造
と
高
国
期
の
変
容
」
第
二
章
「
細
川
高
国
の
近
習
と
そ
の
構
成

―
「
十
念
寺
仏
講
衆
」
の

紹
介
と
分
析

―
」
一
「
家
職
に
基
づ
く
抜
擢
」
参
照
）
。

（
60
） 『
建
内
記
』
嘉
吉
元
年
七
月
一
日
条
（
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
纂
・
大
日
本
古
記
録
『
建
内
記　

三
』
〔
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
三1968

年
五
月
〕

所
収
の
翻
刻
〔
以
下
、
建
内
記
三
所
収
本
文
は
す
べ
て
同
書
〕
に
依
る
）
に
は
、
「
畠
山
一
流
事
」
と
し
て
事
件
に
至
る
経
緯
や
「
軍
勢
上
洛
」
の
憶

説
な
ど
を
記
し
た
後
、「
書
籍
少
〻
預
置
淸
大
記
文
庫
」
と
時
房
が
舟
橋
（
清
原
）
業
忠
の
文
庫
に
書
籍
を
避
難
さ
せ
た
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
お
り
、

相
当
に
切
迫
し
た
情
勢
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
後
、
二
日
か
ら
事
件
当
日
ま
で
の
記
述
も
、「
風
聞
」
な
ど
を
交
え
な
が
ら
京
中
の
「
物
忩
」

な
雰
囲
気
を
克
明
に
伝
え
て
い
る
。

（
61
） 『
康
富
記
』
宝
徳
二
年
六
月
廿
六
日
条
（
増
補
「
史
料
大
成
」
刊
行
会
『
康
富
記
』
三
〔
臨
川
書
店
、
昭
和
四
十1965

年
七
月
〕
所
収
の
翻
刻
〔
以

下
、
康
富
記
三
所
収
本
文
は
す
べ
て
同
書
〕
に
依
る
）
に
は
「
是
日
管
領
畠
山
左
衛
門
督
入
道
、
惣
跡
令
讓
與
子
息
次
郎
、
義
夏
、
被
申
賜
安
堵
御
判

云
々
、
就
之
有
出
仕
、
父
子
被
持
參
申
御
引
物
、
萬
疋
、
御
太
刀
、
御
／
具
足
以
下
也
云
々
」
と
あ
り
、
持
国
が
義
夏
を
と
も
な
っ
て
出
仕
し
、
義
政
に
家
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督
相
続
の
安
堵
状
を
請
う
て
貰
い
受
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
62
） 
藤
井
貞
文
・
小
林
花
子
校
訂
『
師
郷
記
』
第
五
（
史
料
纂
集
84
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
六
十
三1988

年
四
月
）
所
収
の
翻
刻
（
以
下
、
師
郷

記
第
五
所
収
本
文
は
す
べ
て
同
書
）
に
依
る
。

（
63
） 『
師
郷
記
』
享
徳
三
年
八
月
廿
八
日
条
（
持
国
隱
居
当
日
）
に
は
「
申
剋
許
、
畠
山
弥
三
郎
參
室
町
殿
、
騎
馬
共
兩
人
云
〻
、
是
去
四
月
比
、
依
左
衛

門
督入

申道

請
、
治
罰
事
被
仰
云
〻
、
而
今
依
御
免
參
之
云
〻
、
四
月
以
來
管
領
家
人
伊

（
磯
谷
四
郎
兵
衛
）

會
加
井
ト
号
ス
ル
者
ノ
宿
所
ニ
隱
居
、
今
自
彼
所
出
仕
云
〻
」

と
い
っ
た
記
事
が
見
え
、
四
月
の
騒
動
の
折
に
持
国
の
申
請
に
よ
り
弥
三
郎
へ
の
追
討
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
治
罰
」

の
取
り
消
し
の
た
め
に
、
四
月
以
来
匿
わ
れ
て
い
た
管
領
勝
元
家
人
の
宿
所
か
ら
「
出
仕
」
し
、
騎
馬
を
と
も
な
っ
て
室
町
殿
に
参
上
し
た
弥
三
郎

を
迎
え
る
、
義
政
の
渋
面
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

（
64
） 

坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
（
中
）
』
（
岩
波
文
庫
・
青
三
〇
四
―
二
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
九1964

年
三
月
第
１
刷
、
平
成
七1995

年
一

月
改
版
第
40
刷
に
依
る
）
所
収
本
文
に
依
る
。

（
65
） 

苅
谷
定
彦
「
法
華
経
安
楽
行
品
の
「
四
法
」
に
つ
い
て
」
（
印
度
學
佛
教
學
研
究
20
巻
２
号
、
昭
和
四
十
七1972

年
三
月
）
参
照
。

（
66
） 

当
該
切
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
稿
続
編
に
収
載
予
定
。

（
67
） 

鶴
田
大
・
日
比
野
浩
信
『
歌
び
と
達
の
競
演　

諸
家
集
・
歌
合
断
簡
集
成
』
（
青
簡
社
、
平
成
二
十
六2014

年
九
月
）
一
〇
七
「
宝
徳
三
年
百
番
歌
合

　

伝
飛
鳥
井
雅
世
・
雅
親
筆　

大
四
半
切
」
（
日
比
野
浩
信
解
説
）
参
照
。

（
68
） 

石
澤
一
志
・
武
井
和
人
・
日
高
愛
子
・
山
本
啓
介
「
室
町
期
歌
会
資
料
集
成
稿
―
釈
文
と
解
題
―
（
九
）
」(

研
究
と
資
料
第
81
輯
、
令
和
元2019

年

七
月)

【
略
解
題
】
（
武
井
和
人
担
当
）
。

（
69
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る
。

（
70
） 

前
掲
注
（
68
）
参
照
。

（
71
） 

こ
の
打
聞
に
関
し
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
之
十
五
（
昭
和
五1930

年
十
一
月
、
昭
和
四
十
七1972

年
十
一

月
覆
刻
）
文
明
十
五
年
二
月
一
日
「
義
尚
、
公
卿
及
ビ
近
臣
ヲ
會
シ
テ
、
和
歌
ノ
打
聞
ヲ
編
ス
」
条
に
関
連
す
る
史
料
が
纏
め
ら
る
が
、
こ
ゝ
に
見
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る
奥
書
な
ど
も
そ
れ
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
一
史
料
で
あ
ろ
う
。

（
72
） 
品
経
和
歌
の
集
成
書
と
い
う
同
本
の
形
態
か
ら
は
、
催
し
の
追
加
に
対
応
し
て
随
時
増
補
改
訂
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
73
） 
佚
亡
し
た
と
推
測
さ
れ
る
釈
教
歌
詠
全
集
の
底
本
と
な
っ
た
写
本
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
館
尚
氏
奥
書
本
の｢

欠

落｣
以
前
の
写
本
が
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
候
補
と
は
な
ろ
う
。
本
切
の
元
と
な
っ
た
写
本
＝
雅
親
浄
書
本
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性

も
考
慮
さ
れ
る
が
、
本
切
の
存
在
が
示
す
よ
う
に
釈
教
歌
詠
全
集
の
編
纂
以
前
に
切
り
取
り
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性

は
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
（
無
論
、
尚
氏
奥
書
本
以
外
に
転
写
本
が
存
在
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
可
能
性
と
い
う
点
で
は
同
本
の
系

統
を
優
先
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
）
。

【
付
記
】

　

 　
「
冰
青
居
藏
品
図
録
（
古
筆
切
編
）
」
の
記
述
方
針
は
、
本
学
に
お
け
る
特
殊
講
義
「
中
世
古
筆
切
研
究
」
の
講
義
内
容
に
準
じ
た
も

の
で
あ
る
。

（
本
学
文
学
部
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
）
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〈
図
版
〉

図
版
①
　
伝
浄
弁
法
師
筆
四
半
切
（
内
裏
名
所
百
首
定
家
家
隆
二
人
本
）
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図
版
②
　
伝
浄
弁
法
師
筆
四
半
切
（
内
裏
名
所
百
首
定
家
家
隆
二
人
本
）
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図
版
③
　
伝
足
利
義
尚
（
飛
鳥
井
雅
親
）
筆
四
半
切
（
享
徳
三
年
八
月
四
日
細
川
持
之
十
三
回
忌
品
経
和
歌
）
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図
版
①
　
裏
面

図
版
②
　
裏
面

図
版
③
　
裏
面
（
部
分
）
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参
考
図
版
　
飛
鳥
井
雅
世
・
雅
親
筆
大
四
半
切
（
宝
徳
三
年
八
月
十
一
日
百
番
歌
合
）


